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限
度
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に

於

び

ろ
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會

鬪

爭
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會

思

想

(
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.：ふ

:r

:
一
部 
MV:

,
貴
族
を
强
要

-
し

て

，法

律

の

公'布
を
行
は
し
め

"
當
時
：國
內
に
於
け
る
最
高
機
關
力
み
し
十
‘大 

官
職
に
選
任
せ
ら
る

\

の
資
格
を
少
く
ご
も
形
式
上
に
於
て
；確
保
せ

ろ

：
こ
ご
は
平
民
に
取

◊ 

て
大
な
る
成
功
で
あ
ウ
た
。

.
然
し
乍
ら
十
大
官
職
の
廢
止
並
び
に
執
政
{目
職
及
び
識
民
官
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の.
再
興
は
平
民
階
級
の
權
刺
を
伸
長
し
、國
內
に
於
て
糊
淨

4
,
c
v
lv
あ
る
雨
階
級
の
和
解
を
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效
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ら
し
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る
上
に
於
て
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退
步
ご
稀
せ
ざ
る
を
得
な
か
ウ
た
。
政
治
的
鬪
举
は
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然
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の
激
烈
さ
を
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け
て
行
ぐ
。

 

.

r

紀
元
前

1
：

W

吗
+

九
年
、護

K
 W

職
再
與
の
後
廣
許
も
な
く
、平
民
の
特
權
は
觀
政
窗
グ
ァ
レ 

タ

K
,

ス
及
び
ホ
レ

I

シ
T

ス
の
，提議

‘に
由

C
V

て
百
人
組
議
會
を
通
過
せ
る

lieges Valerias et n
o
-
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會
思
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银
十
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カ
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布
す
巧
き
こ
す
を
舰
足

.せ
ら

.れ
た
.,®
も
朱
だ

：p
a
t
r
e
?
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部
族
®
會
若
し
く
は
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陀
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o
m
m
s
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れ
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足
の
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貴
族
會
譲
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.
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2
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は
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レ
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法
の
效
力
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赋
與
す
る
が
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述
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せ
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な
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す
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會
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通
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せ
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決
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に
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す
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彼
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规
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ら
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者
は
法
律
的
保
識
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剝
奪
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び
死
刑
を
以
て
脅
か
さ
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れ
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斯
く
て
平
庚
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族
中
よ
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任
-せ
ら
れ
た
る
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し
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し
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の
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會
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に
於
て
ほ
ぼ
人
組

.瑪

會

で

あ

C
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ね
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這
の
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は

國

王

媒

制

の

，下
に
於
て
も
許
容
せ
ら
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ク
た
の
で
あ
る
が
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和
敬
の
創
設
と
共
じ
紀
元
前
五
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九
ギ
の

L
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V
a
l
e
r
i
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が
，其の 

承
認
を
以
て
執
政
官
の
義
務
た
ら
し
め
た
こ
と
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既
に
之
れ
を
說
い
た
。
而
し
て
そ
は
普
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死
刑
若
し
く
は
體
刑
に
關
す
；る
場
合
に
は
特
ー
殊
：の
條
例
に
ょ
ウ
て
反
復
强
制
せ
ら
れ
ぬ
の
で
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る
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は
都
市
及
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o
m
e
r
l
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內
に
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；て：の
み
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有
效
で
あ
ら
て

"陣
營
內
に
於
て
無
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效
で
あ
ク
た
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加
さ
な
ら
や
、何
人
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も
統
總
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宣
吿
に
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し
て
は
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す
る
こ
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を
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た
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の
後
紀
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％
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営
の
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す
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民
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司
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の
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を
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す
る
者
に
罰
金
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u
l
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a
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す
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を
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を
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し
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せ
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®
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四 

る
性
質
を
法
律
を
以
て
確
認
し

’judices 

d
e
c
e
m
v
M

苦
し
く
は

j
u
d
l
c
e
s

及
び

d
e
c
e
m
v
i
r
i

ご
柳
せ
ら

れ
た
：る
：法
官
も
：亦
，た

じ

取

れ

等

£

共
，に
碱
藥
不
，可
侵
權
を
赋
與
せ
ら
る
、
に

至

C
V

ね
。

此 

の
亂
元
前
鎮
五
世
：紀

，の
中
葉
に
於

V

ジ
グ
ィ
ァ
ス
に
ょ
ウ
て
擧
示
せ
ら
れ
た
る

(ibid," 

iii. 

3
5
)、 

judices 

d
e
c
e
m
v
i
r
i

な
る
文
，字
が
禅
結
せ
：る
，も

の

で

あ

0
;

て

1
®

め
官
名
な
る
や
、教
し
く
は

judices 

及
び

decemviri 

©
4
1

語
に
分
解
せ
ら
れ
て

二
！
：

の
官
職
を
指
す
や
、成
ひ
は
又
力
此
の

 

一
®
ぎ 

し
ぐ
は

II 一
0
の
華
，能
：が
如
何
な
る
性
質
の
も
の

.な
ん
し
や
に
關
し

y

は
識
論
百
出
し
て
歸
結 

す
る
所
を
知

ら

な

い。
而
も
：

d
e
c
e
m
v
i
r
i

が
平
民
の
官
史
で
あ
る
こ
ご
は
疑
ひ
な
&
所
で
め
ジ 

て
、ジ
グ
ィ
ァ
ス
の
記
す

.る
所
が
承
認
せ
ら
る

〜

な
ら

f
f、彼
れ
等
は
恐

 

ら 

く 

decemviri 

stKtibus 

j
u
d
i
c
a
n
d
i
s

で
あ
つ
や
：で
あ
，；ら
ぅ
。

.
糊
族
議
會
は
罰
金
の
料
刑
に
眼
定
せ
ら
れ
、羅
市
民
の
っ
首

」 

(
c
a
p
u
t
}

に
係
は
る
場
合
は
之
れ
を
百

_人
組
譲
會
の
载
斷
に
委
し
力
の
，で
あ
る
が
、袖
族
の
愈
議 

に
ょ
ゥ
て
行
使
せ
ら
れ
る
司
法
權
：は
克
く
暴
虐
な
る
貴
族
の
嚴
罰
を
.抑
制
す
る
を
得
れ
の 

.で
’あ
る

。
>.

紀
元
前

®
!2

四
十
五
年
、識
民
官
力

k

ユ
タ
ィ
ァ
ス

(

P c
a
n
u
l
e
i
s
l

に
i
 C

N

て
提
案
せ
ら
れ
た 

る

L
e
x

 

C
a
n
u
l
e
i
a

は
/貴
族
，及
び
平
民
の
雜
®
を
合
法
化
し
て
他
の
俊
入
を
許
す
こ
と
の
な
か
ウ

W

た

贵
族
階
級
の
防
蒸
を
破
壊
し
た
。

c
o
n
u
b
l
u
m

は

m
a
t
f
i
m
b
n
l
u
m

 j
u
s
t
u
m
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即
ち
正
當
な
る
結

0
の
，

 

契
約
及
び
凡
ゆ
る
，其，の，法
律
的
結
，果
を
指
す
も
の
で
あ
る
。
旣
に
一
言
せ
る
が
如
く
斯
く
の 

如
さ
結
婚
は
惟
ね
等
な
る
地
位

の

人

々
の
間
に
：生
じ
得
る
も
の
で
あ
る
が
故
に
、貴
族
及
び 

平
民
は
久
し
く
別
個
の

c
o
n
u
b
i
u
m

を
.有
し
て
居
ウ
；た
の
で
あ
る
が
、是
に
至
ウ
て
兩
階
級
は
此 

の
®

に
於
て
平
等
化
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る

0

。|

|

讓
與
に
由
ウ
レ
て
平
民
を
し
て
，貴族
階 

級
に
特
有
な
る
宗
敎
的
儀
式
：並
び
に
，公
共
の
爲
め
，に

'•諸
神
の
意
志
を
確
：む
る
徵
ト

(auspida) 

I
 

に
參
加
せ
し
む
る
の
道
を
開
い
た
の
で
あ
る
。
：

「

徵
卜

」

は
即
ち

「

鳥
ド

」

で
あ
る
。
此
の
語
は
其
の 

本
來
の
意
義
に
於

V

は
鳥
に
ょ
ウ
て
示
さ
れ

.ぬ
る
徵
候
を
注
視
す
る
と
を
意
昧
す
る
。
然
し 

な
が
ら
そ
は
又
他
の
徵
候

.に
も
適
用
せ
ら
れ
れ

"

斯
く
の
如
き
：徵
候
の
測
は
將
來
の
事 

象
に

"關
す
る
解
答
を
得
ん
が
爲
め
に
之
れ
を
行
ふ

.に
非
す
し
て
、取
に
或
る
特
殊
の
行
動
が
之 

れ
に
關
係
あ
る

M

の
意
に
適
ふ
や
否
を
確
ひ
る

i

セ
目
的
ご
す

.る
。.

.娜
媒

I人
は
ジ
ユ
ピ
タ

I
I

が

1

:切
の
計

©

に
對
レ
て
，其
の
贊
否
の
徵
候
を

.入
間
：に
示
す
も
の
で
あ

I
b、其
の
徵
候
は
ブ
定
：

.

.

.. 

.

.

. 

. 

.

.
:'

の
人

♦

が
之
れ
を
解

〜

こ
と
を
得
る
も
の

 

<
考
へ
て
ゐ
お
。
各
個
の
秘
人
は
其
の
意
の
®
に
 

自
己
の
必
躯
の
爲
め
に
這
般
の
前
兆
を
：請：求
し
：解
釋
す
る
こ
ビ
が
出
來

4̂
。

然
し
な
が
ら
國 

第
十
七
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U

七1
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蘭

魏

羅

思

Li
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#
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會
思
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と
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思
想
 

雜

十

號

5

カ

家
の

®

め
に
前
兆
を

®

ま
す
る
事
は
伸

6

公
共
の
代
表
者
に
の
み
許
溶
せ
ら
れ
た

。

a
l
l
d
a

 

p
u

び
！

ica 

popult 
R
o
m
a
m

卯
ち
公
徵
卜
の
，制
度
は
解
徵
師

(
a
u
g
u
r
e
s
)

の
圓
體

(colle
g
i
u
m)

の
營
理

の
下
に
®
か

れ
て

♦

ち
此
の
圓
體
の
み
が
斯
般
の
债
武
に
關
す
る
傳
統

.的
知
識
を
所
海

.し
、
 

斯
ぐ
の
如

き

前
兆
を
正

g

に
解
：釋

す

可

き

關

鍵

を

支

待

す

る

。

 

に

:一
天
き
の
徵
候
は
求
め
に
從
づ
て
願
る

^
場

合

，
ス

求

め

ら

れ

す

レ

て

‘，
：m
か
ら

f
f
iる
、
場
合
ご 

が
あ
る
。
避
れ
等
は
五
袖
に
分
か
る

 

> 
を
：
0̂
が
出
班
る
。
筋
一
は
息
の
示
す
徵
候

(signa 

e
x

 

a
v
l
b
s
y

 

1

は
霜

‘‘®
紫
電
の
如
き
，天
翁

(SIgna 

e
x

 

c

さ

)

、览

2

は

W

を

0
る
.隙
に
纖
鶴
の
示
す 

鶴
：俊
に

®

ろ

、

徵
候

(
s
i
g
n
a
:
e
x
:
p
u
l
l
a
r
l
a
/

热
四
は
爬
蟲
及
び
四
足
獸
等
の
，動
物
が
一
定
の
ね
成 

を
進
行
す
る

0
の
：
叫

徵

考

し

ぐ

，
は

述

動(signa 
p
e
d
e
s
t
r
i
a

荐
し
く
は

signa 

ex. q
u
a
d
r
u
p
e
d
i
b
u
s
)、

ぼ 

五
は

&
怖
す
可
き

.現

^

に
ょ
ろ
て
與
へ
ら
れ
た
る
前
兆

(signa 

e
x

 

diris)

.で
あ
る
。

徵
.ルの 

0
0
は
圓
ビ
三
名
の
贵
族
；ょ
も
成

6
:、典
の
卞
、

1

名
は
王
で
あ

C
V

た
ぃ
王
政
時
代
に
其
の
員
數 

は
倍
加
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、平
は
が
之
れ
に
加
る
と
を
得
力
の
は
紀
元
前
三
西
年
の

L
e
x

 

o
g
u
l
a
a

で
あ

つ

て
、其
の

.員
數
は
九
名
に
柳
加
し
、四
名
の
貴
族

ビ

五
名
の
平

R

ど
ょ

A

組
成
せ 

ら
れ
た
。
共
和
政
の
末
期
に
至
：？
て
其
の
：數
は
ス
ラ
の
卞
に

4T.
五
名
一
レ
⑩
加
し
、

i

後
こ
ジ
ユ

%

?

ア
ス
。シ

J
ザ

I 

(caius 

J
C
H
U
S

 

C
a
e
s
a
r
)

に

ょ

う
て
十
六
名
に
增
加
せ
し
め
ら
れ
た
。
解
徵
師 

の

職
は
政
治
上
重
要
な
る
意
義
を
存
し
ぢ
る
が
爲
め
に
之
れ
に
就
か
ん

，さ

す

る
の
要
望
大
に 

し
て
、門
地
高

 

< 
名
都

0
れ
ね
る
人

♦

の
み
に
ょ
タ
て
占
有
せ
ら
れ
た
。
解

S

師
の
職
は
終
森 

で
，あ
り
て
、他
の

iii

格

0

®
職
を
保
持
す
る
こ
と
を
妨
げ
ら
る

 

>
こ
ビ

が

な

か
ウ
た
。
此
の
圓 

體ホの缺員ほ：
圓

員

の

；
股黑にょ

a

て
之
れ
を
，充し
た
の
で
あ
る
が
、紀
元
前
百

0 

四
年
以
後
に
ま
っ
て

M

の
職
は
選
擧
に

®

る
も
の

W

爲
り

i

放
が
‘豫
め
取
せ
ら
れ
る
候 

補
者
の

j

人
を
選
揮
す
る

i 

>
爲
ウ
た
。
維
ぐ
®
徵
ト
學
は
主
と
し
て
成
文
傳
說
じ
某
く
も 

の，で
あ
る

"

S

の
傅

m
は
半
ば
：最
古
の

®
!
!的
技
術
の
便
覽
た
る

Libri; A
u
g
u
r
a
l
e
s

中
に
、半 

ぱ

1:':

定
の

.場合元老院の

®

問
仗
愈
し
て
與
へ
ら
れ
た
る
解
答
の
ツ
聚
集
た
る

C
o
m
m
e
n
t
a
r
i
i

A
u
g
u
r
a
l
e
s

中

に

包

合

せ

ら

：れ

.，て

ゐ

：：

た

。V

■

- 

... 

-

'
 

•
 

: 

‘.
 

.

鬪
爭
ル
流

A

を
俾
ふ
こ

W

な
く
し
て
繼
續
せ

&

れ
た
。
释
し
な
が
ら
貴
族
が
其
の
外
®
政 

策
を
發
展
せ

-；r

め

て

，：

m
r
j

を
觀
富
な
ら
む
る
に
連
れ
て
、彼
れ
等
は
國
内
に
於
て
は
平
民
に 

.割
し
て
次
第
に

E

8

を
加

.ふ
る
に
：至
ウ
れ
。

蓋

4

彼
れ
等
は
平
民
の
協
同
な
く
し
て
其
の
謝 

:
.第

十
セ
お

(
I

七
セ

)

駒
.」

徘
雜

1;̂

に
.於
け
る
社
ま
脚
爭

V

社

愈

思

想

：：
： 

.： ：，

I雄

十

鎭
 

-



i
i

i

i

I

I

路
十
七
卷
：
o
七1.

八)

論
說
羅
瑪
に
於
け
る
社
會
鬪
爭
と
社
會
思
想

 

猪
十
眺 

！ 0

八
 

外
政
饿
を
遂
行
す
る
こ
ざ
能
は
ざ
り
し
が
故
で
あ
る
。
菅
だ
に
讓
民
官
は
®
認
す
可
ら
ざ
る 

最
高
提
官
の

行
：：

爲

苦
；-
3

义

は

老

院

：の
布
吿
に
對

.レ
て
于
涉
槽
を
行
使
せ
る
の
み
な
ら
す
、元 

老
..院
'自
身
も
亦
力
執
政
官
の
行
爲
を
抑
制
せ
ん
こ

V
J

を
讓
民

{目
にB

へ
た
。
紀
元
前

M 

;
0
1ニ
 

十

1

S

民
官
は
元
老
院
の
薛
へ
に

：

由
つ
て
禁
銅
を
以
て
執
政
官
を
脅
し
、彼
れ
等
を
し
，て元 

考
院
の
宣
告
に
從
ひ
、チ
ユ

>
:t

タ
ス

(
A
.

 

p
o
s
t
u
m
l
u
s

 

T
u
b
e
r
t
u
s
)

を
總
統
に
住
命
す
る
の
己
む
な 

き
に

.至
ら
し
め

☆

©

で

.み
る
。，
誰
民
官
が
元
老
院
に
現
れ
て
，其
の
討
識
に
參
加
す
る
の
職
權 

は；終
に
承
認
せ
ら
れ
た
。
識
民
官

：
の
行
動
が
以
前
の
如
く
其
の
成
員
多
數
の
力
に
依
ら
す
し 

て
單
に
其
の
！員
の
力
に
依
つ
：

.：T

其
の
同
僚
の
決
議
を
無
效
に
歸
せ
し
む
る
を
得
る
か
一
事 

に
ょ
ウ
て
著
し
く
妨
げ
ら
れ
た
の
は
凡
を
紀
元
前
三

W

九
十
四
年
の
こ
と
で
あ

C
V

力
で
あ
ら 

ぅ
？
貴
族
の
企
圓
に
資
す
る
所
頗
ぶ
る
大
で
あ
：ジ
ね
這
般
め
：抑
制
•ルチ
ベ
タ
ァ
ラ
グ
ラ
力

 ̂

(Tiberius 

s
e
m
p
r
i
.
u
s

 

G
r
a
c
c
h
u
s
)

に
ょ
ク
て
制
腿
せ
ら
る
、
に
至
る
ま
で
は
除
去
せ
ら
る
、
こ
ご 

が
な
か
ウ

4
:
^
0

V

紀

元

前

鉱

四

世

紀

に

於

て

平

民

は

重

要

な

る

政

沿

：

的

及

び

經

濟

的

進

步

を

行

つ

た

。

I

三
百 

六

十

七

年

を

以

て

®

民

宫

ラ

イ

シ

 

一

！

 

r
ス

(caius 

L
i
ciaus 

C
a
i
v
u
s

 
s
t
o
l
s

及

び

セ

ツ

ク

ス

シ
ア

ス(sextius)

の
法
率
は
長
き
妨
害
的
論

#

の
後

U

枕
用
せ

.ら
れ
た
。

•
紀

元

前

四ぼ
！
！

十

五

ギ

以
 

約，
A

十
年
に

S 

0
-て
行
は
れ
れ
る
平

i
S

を
し
：て
執
政
官
職
，に
就
ぐ

•こ

W

を
得
せ
し
め
ん 

す
る
；必
死
の
鬪
爭
は
じ
平
民
の
勝
利
じ
歸
し
て

L
e
g
e
s

 

L
i
d
n
i

け
の

！

は
執
政
官
の

一

人
が 

m

民
れ
る
可
き
こ

e

を
规
定
す
る
に
至
つ
た
。：：：貴族
の
根
本
政
策
は
：表
面
上
暫
ぐ
平
民
の
要 

求
.に
對
し
て
譲
步
を

A
t

ひ
、之
：れ
を
滿
足
せ
じ
む
る
と
北
ハ
じ
、事
實
上
其
の
：特
權
の
本
體
を
出
来 

得
る
限

.

保̂
傲
す

 ̂

^
狂

.ウ

た

。
：へ
，斯

ぐ

.

て
，執
政
官
職
に
對
す
る
執
棚
な
る
平
民
の
！̂求
は
本 

來
の
執
政
官
の
職
能
よ
ム
し

V

圓
と
奉
行
、
®
.察
官
及
び
上
級
造
營
司

(curele 

ssdiles 

tribuni)

に
 

属
せ
る

1

切
の
任
務
を
順

.次
分
離

.せ
し
む
，る
こ
と

 

>
:爲
：ウ
た
。

彼
れ
，等
が
貴
族

よ

々

張
請
せ
，

 

:

る
最
初
の
和
解
：
ぼ
人
：組

.識
會
が
執
政
官
に
代
へ
て
執
政
官
の
擢
，力
を
有
す
る
軍
事
上
の
識 

r

お
官

Ĵ
tribuni 

militares 

consulari

'
 p

o
t
e
s
t
a
t
e

苦
し
く
は

imperlo)

を
選
出
す
る
の
自
由
を
得
力
こ

と

で

あ

る

。

卯

，ち

紙

：元

前

四

f
d

四
十
五
年
を
以
て
讓
民
官
力

*-!

ユ
ゾ
ィ
ァ
ス
が
平
段
と
雖
も 

執
政
官
職
に
選
任

：̂

 

,ら
る
\
，の
資
，格
あ
る
，こ
ビ
を
宣
明
せ
る
法
案
を
提
出
し
た
る
時
、贵
族
は 

，之
れ
に
對
し
て
猛
烈
な
る
反
對
を
試
み
力
の
で
あ
る
が
、彼.れ
等
は
終
細
心
な
る
注
意
を
以 

て
事
賞
上
の
織
步
た
る
の
觀
を
有
す
る
も
、始
ん
ど
形
武
的
に
過
ぎ
ざ
る
譲
步
に
よ
つ
其
の 

稱
ナ
七
卷

(： 1
ヤ
一

九：
>
,
，購

就

.
羅
於
け
る
社
會
御
爭
社
會
思
想

 

猪十號
 

一
0

九



j

.

.
筋
十
七
# 

:

(

I
セ
ニ
つ)

論

魏

羅

瑪

Li

於
け
る
社
會
圓
爭
品
會
思
想 

第
十
號 

一

1
0

-

攻
擊
を
间
：避
レ
ぬ
の
で
あ
る
。

M
g
r

百
四
十

S
:

年
を
以
て
：白人
組
識
會
は
每
ギ

S

例
の
如
く
執 

政
：官
を

S

出
.す
る
：か
、若
し
く
ほ
之
れ

.に
代
へ
て
貴
族
及
び

.平

0
^

の
雨
卷
ょ
平
等
に
選
任
せ

 ̂

ら
れ
得
可
き

W

探「
執
政

X

目
.の
.權
力

.：を
有
す
る

®

事
上
め
讓
民
官

」

稱
せ
ら
れ
た
る
長

.
Kを
選 

任
す
可
！き
こ

W

が
協
定
せ
ら
れ
た
。
然
し
な
が
ら
各
年
是
れ
等
ニ
稲
の
官
史
の
中
、孰
れ
を
任 

命
す
可
さ
か
を
決
：楚
す
；る
は
元
老
院

.の
織
內
に
布
し
ね
る
が
如
く
で
あ
る
。
加
之

.な
ら
す

、
W 

ゆ
る

r

執
政
官
の
權

.力」

な
る

.も
の
は
決
し
て
完
全
に
近
い
も
の

.
で
は
な
か
ウ
た
。
民
勢
調
査
に 

關
ず
る
執
政

.官
の
任
務
は
，分
離
せ
ら
れ
て
盤
察
官
職
と
稱
す
る
新
た

-な
る

M
族
の
®
職
に
够 

さ
れ
た
。

.
執
政
譲
段
官
の
數

，，：.

は
初
め
：
H

名

で

あ

C
V

た
が
、紀
元
前
旧
ぽ
ニ
す
六
；年
ょ
も
同
四
ぼ 

0

六
，年

に

® 

0
て
ニ
個
の
場
合
を
除

S
:

て
は

E

名
で
：あ
つ
た
。

同
四
百

0

五
年
に
其
の
：數

t
r

 

六
名
に
播
加
し
た
。：；而
し
て
，吾
人
が
，往
々
に
し
て
八
名
の
執
政
藤
.民
宵
を
冷
せ
ら

る

.

：

>
こ
 

£
,あ
る
は
、彼
れ
等
と
執
政
官
：職
の
任
務
を
分
ち
、或
一
る
殺
度
.ま
で
其
の
同
惊
ご
看
做
さ
れ
力
る 

赋
察
官
を
包
含
す
る
こ
と
殆
ん
ど
疑

S
:

な
き
所
で
あ
る
。
少

 

< 
ゼ
も

I :
p

の
I地
位

H

常
こ
貴 

族
の

爲

め
に
留
保
せ
ら
れ
ね

る.

が

，如
く
で
あ
る
。
恐
ら
く

奉

行

職

の

，前

身

ぬ

♦

し司

法

事
♦
 

を

掌
れ
る

職
！̂

は
.

释
れ
で
あ
ら
う
。
；：
 

;

辦
元
前
百
四
十
四

年
に
行

は
れ
，

た
る
最
初
の
：®
舉
に

於
て

一

名
の
平

段
は
之
れ

に
當
選

し
た

の
で
あ

る
：
が
、此
の

0 
0
は
直
ち
に
手
鎭
に
反
則
.な
る
も
の

あ
む
し

が
爲

め
に

無
效
な
る

こV
J

發
見
せ
ら
れ
、平
段
：は
敏
速
：に
貴
族
の
長
官
に
：よ
ジ

V

 ®

き
換
へ
ら

.れ
力

，'
 

紀
元
前
四
ぽ

年
一
み
至
；
る
：
，次

ぎ

の

四

十

吗

年

間

に

於

て

：

I:

人
の
平
民

<

雖
も
、執
政
護
民
官

k

選
任
せ

ら
る
、

こ
.
.さ
が
な

か
：.

ウ

た

。

而

し

て

：
此

，：
の
.

斯
，間
を
通
れ
て
執
，政
護
民
官
は

.與
か
に
二
十

S

囘

®

任
せ

.

ら
れ
る

の
.み

な

：タ

し

：に

：狗

ら

す

ポ

元.前

四
.百

四

十

，

1
E

年
よ
ね

同

四

百
Q

九
ー
ギ
に

る

三

十

111

年
ぺ
間
：に
執
政
官
の
選
任
せ
ら
る

.
V N

;
.
^
}

は
ニ
十
囘
に
及
ん
だ
。

紀
元
前
同
西
ギ
よ
り
し

V
,

高

潮
せ
，る
民
衆
的
感
情
は
平
民
：の
任
官
を
見
る
に
至
ら
し
め
た
。
然
し
，な
が
ら
ほ
意
を
操
縱
し

"

之
れ
を
挫
折
せ
し
む
る
の
方
法
は
十
分
に
傭
り
て
思
ウ
た
。

而
し
て
貴
族
の
政
策
は
飽
く
迄

も

大
膽
で
あ
つ
て
確
乎
力
る
組
辦
に
よ
ウ
て
行
は

れ

や
る
が
爲
め

C
,
/
シー！
ア
ス
法
辨
！
の

規
定
が
紀
元
前
ニ
，

I:

百

六

：十

七

年

を

以

て

：執

政

護

民

官

職

を

，一.

0
し
、久
し
き
に
互
れ
る
貴
族
の

優
：：

越

を

：
破

，
壊

し

、
一
平
民

.に
對
し
：

H

執
政

V

官
職
を
開
放
す
，る
に
至
る
ま
で
は
、政
權
の
平
等
は
全
然

有
名

.無
賞
の
狀
態
，に

あ

C
V

た
の
で
あ
る
。
最
初
の

.平
，段
の
執
政
官
，は
紀
元
前
三

}21

六
十
六
ギ 

に
選
任
せ
ら
れ
た

0 : {hunter, 

o
p

ん
 cit., 

jpp. 

2
7
-2
s
.)0

第
十
七
盤

(
I
:

七ニ T
)

論
：
：
訓
，.，

竊£|LL

於
け
る
社
愈
脚
爭
と
社
管
思
想
 

,
第十眺，

ニ

！



银
十
セ
糖

n
.

七二

5

論

•
 

P

羅siLi

於
け
る
社
會
脚
社
會
越
想

 

傳
十
爐 

ニ
ニ 

..タ

シ
ユ
ァ

K

法
は
又
ぬ
何
人
ビ
雖
も
公
地

‘ (a
ger 

p
u
b
l
i
c
u
s
)

の
五
ぼ
ジ

 

> ユ
グ
ラ

(juget^a)

以
上 

を
占
有
す
る
こ
ご
を

.得

ざ

る
こ

ビ

及
び
債
料
に

®

す
る
利
子
は
元
本
よ

*

控
除
せ
ら
れ
、而
し 

て
其
の
差
額
は
三
；ヶ
年
内
に
支
拂
は
る
可
き
こ
を

®

足
し
た
？
羅
辟
が
併
太
利
亞
の
征
服 

に：際
し
て
行
へ
る
不
斷
の
戦
鬪
は
其
の
富
源
を
脅
す
も
の
で
あ
ウ
だ
。
戰

は

力\

ク
>

 

人 

，に
思
る
が
如
ぐ
掠
翁
と
納

K

ご
を
収
得
す
る
の
手
段
と
し
て
使
用
せ
ら
れ
得
る
も
の
で
あ
る
。

然

る
'に
0

堪
人
の
領
地
の
狀
態
及
び
其
の
.败
齋
の
性
質
は
斯
く
の

如

ぐ

ffl
爭

を

利

用

す

る

を

■
 
,
:
:■
■
■ 

.

.

.

.

 

.... 

.
1,' 
.
.■ 
■
 

■
 

,
 

,
 
. 

■

:

不
可
能
な
ら
し
め
：た
。

羅

‘化
人
に
収
ク
て
は
戰
爭
は
是
れ
に
由
つ
て

k

圓
の
潘
加
を
得
て
、軍

，事

的

植

：
民

地

を

，雖

設

，
す

，る

お

，禅

ざ

"
る
限
ら
、何
等
：直
接
の
利

：®

を

，齋

す

こ

と

な

き

持

續

的

，か

力

..
 

. 

.

.

.

.

. 

. 

■
:

で

あ

Cs 

是

れ

す

ら

戰

#

の
：影

響
‘，す
：る

所

最

も

嚴

烈

な

る

國

カ

の
：： 1

I要
素
、§

ち
人
口
の
流 

出
を
來
す
も
の
で
あ
つ
た

"

力

A

タ
ゴ
の

®

隙
は
大
部
分

.傭
兵
か
ら
成
ム
立
ウ
て
ゐ
た
◊

:

而 

し
て
是
れ
等
取
隙
の

4

を

失

ふ

こ

ヒ

は

：其
：の
：貨
®

上
の
損
失
：で
は
あ
つ
た
が

K

の
人
民
を
失 

ふ
も
の
で
は
な
か

.ウ
た
。

之
れ

-

反
し
て
羅

4

共
和
國
の
軍
隊
は
民
兵
よ
り
成
る
も
の
で
あ 

，'つ
て
，兵
役
の
資
擔
は
其
の
所
有
地
：の
有
敛
な
る
耕
作
ご
兩
立
し
得
ざ
る
も
の
で
あ

C
N

た
プ
古

•
 

. 

,
 

■
:
 
■
 H 

.
- 

■
 

'
 

■
 

.

. 

.

.

.
> 

■
 

•
 

■

.

代

よ

み

し

て

羅

愿

の

一

政

：

策
：！！！

低

廉

な

：
る

食

物

:

の
：供
給
を
助
長
す
る
に
在
ウ
た
。
其
の
結
果

は
必
然
農

1

陳
級

•姚
に

' 又
た
小

£4 

ヶ
ド
ュ
ァ
，

g

役(

紀
元
前

.ニ
ぼ
ギ
よ 

國
外
よ
ダ
輸
入
せ
ら
れ
た
る
食
料 

h
y

の
穀
物

.の
が
給
は

.

.低
廉
，なる 

II, 

S. .
3
7
1
0
'
"

是
れ
よ
り
先
さ
農

K 

努
働
を
以
て
せ
ろ
者
の

K、$
>

に
 

W
 
く
の
如
き
階
級
.に
對
し
て
ニ

® 

ち
同
仏
は

一

力
に
於
て
は

.

ベ
て 

，て
は
资
本
的
，農

K

が
所
要
の
努
働 

餘
池
を
與

.
へ
ん
こ

^
0を
朋
し
た
の 

/

へ
：る
：同
法
の
他
の
：，规
卑
は
：ル
^̂
^̂

平
K

は
被
征
服
®
土
の
配
分
を
愛 

0

よ.

り
生
.す
る
れ
擔
を
輕
減
せ
ら 

滴
的

®

向
は
彼

..
S

等
に
#

な
る
も

悠
十
七
お

(一

七
二
三

〕

論

0

K

の

卯
猛
を
仰
*
し
な
け
れ
ぱ
な

ら

な
か

0

た
。

® 

1

サ
 

>
1
1ぽ
九
十
七
キ
に

か
る)

5

代
以
後
細
ボ
の
た

± t 

5̂
に 

を
以
て
支
待
せ
ら
れ
ね

" 

し
て
西
班
牙
及
び
シ
、
ジ
ア 

惯
格
を
以
て
庶

K

に
販
賣
せ
ら
れ
た
。

(
M
o
m
§

e
n
,

 

op. 
cit, 

は
公

☆

地
の
廣
大
な
る
面

®

を
占
ぜ
し
、之

を
刺

す

に
奴
織 

よ
ジ
て
さ
れ
ね
ぱ
な

ら
な

か
り

.
た
。
リ
シ

n

ダ
ス

法
は 

の
打
骤
を
與
へ
ん
こ
ビ
を
企
圓
せ
る
も

の
.で
あ
ウ
た

。
0 

の
人
の
保
弗
し
得
る

ジ
ユ

グ

ラ
の
數
を
眼
定
し
"他
方
に
於 

の
年
ぱ
を

®

傭
す
可
さ
こ

.と
を

4A
,

張
し
て
市
，民
に
：生
計
の 

で
あ
る
。
借
入
資
本
の
賦
柳

y

レ
し
t

利
子
の
支
.拂
を
収
极 

の
援
助
，を
目
的
ご
せ
る
も
の
で

め

つ
た
。
前
者
に
よ
り
て 

く
る
こ
ご
を
得
、後
者
に
よ
ウ
て
彼
れ
等
は
著
し
く
其
の 

れ
力
の
で

.あ
る
。
然
し
な
が
ら
當
時
に
於
け
る
一
般
の
經 

の
で
あ

C
V

ね
。
彼
れ
等

li 

利
な
る
輸
出
品
を
供
給

ず

る
 

:

羅
愿
'

U

於
け
る
硫
會

1

爭
と
社
脅
.

；̂

想 

第
十
眺
 

1
1

H



か
十
七
盤

C
七ニg

n

 -

論
-

魏

,
，釋it

に於ける社會社會城想

 

筋十
！！ 

一

一四 

"
か
狗
及
び
撤

揽
牀
；
の：S

營
を
企
圆
す
る
こ
ど
を
得
な
か

つ

た
。(M

o
m
c
n
s
e
p
,

 

op. 

cit.. 

I, s. 

2
T
I
y
。 

.

.大

..地if?

は

®

萄
酒
を
輸
出
す
る
，が
爲
め
に
船
舶
を
所
有
し

M

物
を
生
産
す
る
よ
り
も
寧
ろ
之 

れ
が
輸
入
を
計
つ

、た
の

で
あ
る
。
牧
場
の
經
營
も
亦
た
資
本
を

要

ず

る
も
の
で
あ
り
て
、

W

者 

の
手
中
に
箱
し

*
!の
で
あ
ろ
。
而
し
て

®

物
の
輸
入
思
加
は
小
農
段
よ
り

.生
廣
物
の
市
®
を 

翁
つ
た
の
で
あ

る
。

(
W
.

 
c
u
n
n
.
m
g
h
a
m
-

 

>
ロ E

s
s
a
y
s

 

W
e
s
t
e
r
n

 

civilization 

in 

w e
cono

m
i
c
, aspect? 

A
n
c
i
s
t

 

Times, 

I

,
 pp. 

1
5
5
.
1
5
6
.)。

同
法
ぱ
か
ほ
公
存
地
に
於
け
る
家
畜
を
阪
し

た
0

kr.

民
は
又
た
同
：法

に

よ

0

て
刺
巫
の

W

管
理

.{22 

(decemvirrsaorls 

faciundis)

た
る
こ
ご
を
辟 

る
，に

Hri

ウ

た

；
&

に
W

ゆ
る

'
"
巫
の
，-iiiilH」
ほ
匿
：ご

v
r 

，

ン

{
^
s
o
l
o
n
)

及
び
ク

0

ス

(Icuros)

の
 

時
化
に
於
て
パ

®

細

1̂

な̂
る
ィ
タ
山
上
の
ガ
ー
デ
ス

(
G
e
r
g
i
s
)

に
於
て
成
り
、ガ

I

デ
？̂な
る
ア 

ポ
> 

I
シ
の
殿
堂
に
葬
ら
れ
力
る
へ
ジ

I 

ポ
ン
ド
ス
の
神
巫
に
歸
せ
ら
れ
た
る
希
職
の
六 

昔
步
時
よ

-

成̂
る

S

託
の
集
料
で
あ
ジ
て
、エ
タ
ト
ぃ

(
E
r
y
t

ゴ
S)

を
轉
て
ク
メ

 

(
c
u
m
A

に
至

b
、
 

最
後
じ
最
終
の
王
政
時
代

i
に

躍

；得

，に

：徽

さ

.

れ
た
る
も
，の
で
あ
る
。

傳
說
は
言
ふ
、ク

メ

の
神
巫 

が
タ

ー

ク

ィ

-
ア
ス
ふ
；，

パ

I

パ
ス
：の
前
に
現
れ

て
、
九
卷
の
誉
の

K

入
を
求
め
た
る

時
、

は 

其
め
；：要
求
せ
る
僧
格
：の
法
外
な
ら

し

が

爲

め
に

其

の

購

入

を

拒

絕

し

.
^
。

是

に

於
て
乎
、彼
の

女
は
其
の
三
卷
を
競
：さ
、而
し

V

射
め
の
惯
格
を
以
て
被
り
の
六
卷
を
提
供
し
た
リ

W

撰
扼
絕 

せ
ら
よ

\ 

R 

^
ん
で

"彼
の
女
は

^
5
;ら̂
に
三
盤
を
焚
さ
、殘
り
の
三
遂
に
對
し
て
彼
の
女
が
盤

.

57. 

に
九
卷
に
對
し
て
求
め
た
る
ご
同

一

の
偕
格
を
求
め
た
。

.「

傲慢壬

」

は此の態度に驚して
 

,,此
の

#

を
購
入
レ
れ

0
:
此
の
書
は

.ジ：：

ユ
ピ
ク

-
，
の
殿
堂
下
の

®

，に：

保

#

せ
ら
れ
た
。
此
の

W 

が
紀
元
前

八

十
三
年
ジ
ユ
ビ
タ

I

殿
堂
の
縫
失
と
共
に
失
は
る

〜

元
走
院
は
糊
々

が

る
地 

方
、織
に
ィ
ダ
ォ
ン

(Ilium)、

义
リ
ト
レ
及
び
サ
モ
ス

(
S
a
m
o
s
)

に
散
布
せ

>
0

同
様
の
神
能
を
览
银 

.ず
る
が
爲
め
に
使
節
を
派
遣
し
た

V :

而
も
此
の
新
た
な
る
盤
料
は
紀
元

1
：

百

0

五 

'ギの
殺
ま 

で
パ
ラ
チ
ヌ
ス
丘

(
M
o
n
s

 

Palat;nusj

な
る
ア
ポ

：

i 

I

ン
の
殿
堂
内
に
殘
蒋
し
た
の
で
あ
る
が
\ス
 

チ
y
 

n 

.
 (Flavius 

s
t
n
i
c
h
o
v

に

よ

り

て

焚

か

れ

と

稱

せ

ら

ゐ

る

。

ク

I

ク
ィ
 

'ユア
ス
は 

此
の
の
管
迎
を
貴
族
階
級
に
屬
す
も
二
人
の
特

.殊

®

體
に
委
®
し
た
ご
傳
へ
ら
れ
て
ゐ
る 

が
今
や

|紀
元
前
三

W

六
十
七

’年
の
リ
シ
一
一
ア

.
ス
法
を
以
て
其
の
數
を
十
名
増
加
半
ぱ
は

‘
 

贵
族
、半
ぱ
は
一
ル
民
よ
り
成
る
も
の
と

{}î
.

め
ら
れ

.た
。
取
し
て
紀
元

§
5

一
 

世
紀
に
於
て

(

恐
ら
く 

は
ス

-フ.の
時
代

I

吏
ら
に
五
名
を
附
加
し
た
。
斯
く
て
當
初
の

d
uutnviH 

sacris 

f
a
oiundis

は

clece- 

m
y
i
r
i

を
經
て

q
u
i
n
d
e
c
e
m
v
i
r
i

ビ
爲
り
た
の
で
あ
る
彼
れ
等
レ
前
執
政

{in

恭
し
く
は
前
奉

*

が
十
七
卷

2七
：：：'

?
:
.

脇

.
肌

羅

HiiLi

於
け
る
能
會
则
学
と
社
會
？

i

想

.

眺 

ニ
五



笨
七
怨
へ

！

セニ六

)

論

E

鎌
.化
に
於
け
る
社
會
鬪
爭

W

肝'會
城
想
 

银

十

號

t
1

六
 

る
：こ
と
を

找

m
ご
し
た
。
彼
れ
等
は
終

.儿
の
職
を
夢
じ
、凡
ゆ
る
他
の
公
称
を
港

m
せ

ら

) 

た
。
！：

^
れ
等
神
ぜ
ハ
利
川
は
切
め
よ

◊

别
ま
め

■ 

A
す
る
所
で
あ

C
V

た
。
足

の

も

の

,

諮
ふ
は
將
：來
の

.ポ
仲
の
悠
め
に

.す
る
に
非
す
し
て
、俊
廣
、地
霞
等
，

9

如
き
大
災

W 9

場
，けた
び 

见

H
T

の
新
兆
を

S

減
せ
し
む
る
の
！

^
.段
ご
し
て
用
ひ
ら
れ
の
で
あ
る
。

.

公
娘
に
^
速
せ
ら 

る

、
は
神
巫
の

»

に
よ
ウ
て

命
：#

ら
れ
た
る
減
兆
み
儀
式

9

み
で
あ
り
て
、神
託
其
の
激
で
は 

ド
め
つ
た
其
の
が
ド

S 

.
^
h
.
は
M
 u

n
p

を，安
全
に

f
r管
し
、其
の
秘
密
を
遵
守
し
、元
老
院
の
，命
令
に 

よ
つ
て
之
れ
に
諮
ひ
、彼
れ
等
が
非
の
內
に
看
出
し
た
る
言
僻
を
解
躍
し
、而
し
て
是
む
に
•きウ 

て
，必

要

縣

れ

チ

カ

法

を

賞

行

せ

し

む

る

の

義

務

を

有

し

，て
ゐ
た
メ
特
に
彼
れ
等
は
跡
巫
の
バ 

.-lir

セ，
に，よ
ウ
て
誘
入

.せ

..ら
'れ
た
る
ア
ポ
ロ

.
 
I

ン
、レ

T (
R
h
e
a
,

 

M
a
g
n
a
,

 

M
a
t
e
r
、'

及

/
,
セ
ジ
ー

.
,
.
.
,

ス
.
の

®
 

"
A 

邦
を
司
：

cv.

ね
。
バ 

：.

‘

.

. 

. 

:

.

:
 

: 

, 

.

.

.

.

 

： 

. 
一
 

,
 

に

：

, 

；

か
契

P K

せ
に
侧
聯
せ
る
執
政
：；

2

の
路
が
執
政
官
職
よ
り
分
離
せ
る
こ
ビ
は
貴
.族
の
勢
力 

を
維
持
す
る
上
に

.於
て
賢
な
る
行

®

で
あ
つ
た
。
執
政
官
は
民
勢
調
査
を
行

a

て
凡
ゆ
る 

ポ
民

.の
®

称
を
統
制
じ
ボ
ネ
都
拂

(
l
u
s
t
r
u
r
r
o

に
释
し
て

®

神

(
M
a
r
s
)

に
豕

(
S
U
S
)、

t
t牟

(
Q
V
5

及 

'び

t
t平

(
t
a
u
r
a
s
)

雄
の
犧
牲
；

(
s
u
o
v
e
t
a
u
r
m
a
)

を
献
姚
ず
る
の
儀
式
を
伸
へ

i

ぽ
人
組
竊
&
に
 

於
け
る
投
票
者
名
簿
の

#

五
；チ

nil

の
訂
正
を

I；;

ゥた
"
：

彼
れ
等
は
又
力
新
元
寒
院
議

W

を

位

‘
 

命
し
ガ
。
贵
族
は
甘

t

て
斯
く
の
如
き
大
勢
力
を
單
な
る
平

K 
^
る
こ
ご
あ
得
可
き
執
政 

，護

W
お
の
手
中
に
委
す
る
こ

V

が
出
来
な
か
つ
た
。
斯

< 
て
彼
れ
等
は

>
2
族̂
の
支

g
の
下
に

- 

之
れ
を
保

®

せ
ん

r
j

と
を
，H

夹
し
れ

。

S 
0
货
職
ほ
紀
元
前
四
ぼ

H

十
三
银
に
設
定
せ
ら
れ 

た
。
監
察

®

の
數
は
ニ
あ
セ
め
！つ
て
、

W

人
細
議
會
に
よ
ゥ
て

S
,任
ぜ
ら
れ
れ
"

初
め
彼
れ
等

规
定
の
期
間
，な

る

五

ヶ

ギ

(
l
u
s
t
r
l
j

で
あ
り
た
が
、紀
元
前 

，よ
つ
て
，彼
れ
，等
は
，：！，ヶ
年
チ
の
み
在
職
し
、五
ヶ
年
中
の
残

，
I
 

じ
む
可
き
こ
と
が
规
足

せ

ら

れ

1^
。

而
も
そ

g

 

I

楚
.の
目 

が

出

來

，た

。

S察
官
は
民
勢
調
査
の
前
夜
に
廣
卜
を
行
ひ
、
 

が
ー
紀
元
前
四
西
ニ

一

十

四

(

牛
以
後
鴻

K

館

(villa 

p
u
b
H
c
a

元
老 

ロ
1

ナ
，(

B
e
l
l
o
n
a
)

の
殿
堂
に
於
て
謁
見
を
許
し

だ

る
外
阔 

の
將
軍
に
，當
て
ら
れ
れ
る

.建
物

)

中
宫
郎
を
お
し
な
る
ボ 

す
る
。：

.
各
棟

.族
は
順
次
彼
れ
等
，の
前
に
現
れ
、而
し
て
典
の 

:

網
に
於
は
る
社
會
鬪
爭

W

社
會
思
想 

第
十
號 

！ 

！

七

の

期

は
雨
登
記
の
間
に
.存
す
る 

四
：，
百 I

二十
 

の

.Lex 

.
 .iEipiiia 

に

低
の
期
間
は
其
：の職
を
空
虚
た
ら 

的
の

®

め
に
延
提
せ
ら
る
.、
'こ
ビ 

榮
日
其
の
傅
令
は
人
民
を
彼
，れ等 

院
が
其
の
附
坪
な
る
戰
の
女

W

ベ
 

大
使
及
び
戦
爭

ょ
； .

ゎ
歸
れ
る
維
.化
 

神
平
野

」
(
〔
P
SP

U
S  

M
a
rtlus)：

に
召
集

-

妬
十
七
海

a

七
！一

七)

論

就



15 s.
十
け
海
，

(一

セ
ー
八〕

論

m

羅
'港

に

於

け

る

社

食

糊

思

謹

 

游

ト

ぷ.

ニ
ル 

人
民
は

.
現
#

の
摩
；
帳

に.從

0
て
，個

々

に
.
召
び
，出
さ
れ
る
。
各
人
は
宣
誓
し
て
其
の
年

ft
、ほ己 

の
名
ぶ
ハ
の
父

7̂

子
の
其
れ

.
其
の
住
及
ひ
お
の
財
産
の
高
を
陳
述
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
ぬ
。

れ
等
の
事
狠
は

K

察
宜
の
副

‘

J
a

に
ょ
り

.
て
名
簿
巾
に
記
入
せ
ら
れ
る
。
謎
韻
土

 

(provincial 

の
民
勢
調
森
は
の
總
督

.
U

ょ

C
V

て
提
出
せ
ら
れ
る
。
伊
太
利
亞
境
域
外
の
軍
隙
を
數
ふ
る 

が
爲
め
に
は
特
挑
の
委

A

が
箱
し
て
ゐ
た
。

S

察
官
は
新
名
簿
を
：作
，»
す
る
に
際
し
て
黄
だ 

に
人
は
の

S

鹿
の
み
な
ら

/

、其
の
操
行
を
も
亦
た
考
察
す
る
。
大
*
は
各
民
勢
調
査
の
終
朱 

ご
共
に

.，普
通
監
辦
寧
就
任
の
缴
年
ぷ

2
：

に
.
行
は
れ
る
。
大
娘
は
彼
れ
等
が
新
た
に
編
入
せ
ら 

れ
た
る
階
級
の
武
装
を

#r
r

或
ひ
は
騎
馬
或
；

3

は 

'徒
.步
に
て
；

.
M

神
ヶ
原
整
列

.す
る

。
& 
0 

t
tホ
の

1

A

が
抽
厳
を
以
て
之
れ
を
統
率
す
る
の
任
热
を
帶
び

る

。
.

0

0

の
犧
牲
は
三
ぽ
び 

全

軍

隊

.
^
圓

つ

て

带
i
.
l
®
,
:

さ

：れ
ー
さ
；
る

後
、
®
察

1̂::
，の

0

0

に
速
れ
て
軍
神
に
捧
げ
ら
れ

る

"
：

®
 

れ
は
此
の
斬
禱
中
に
：

'於
て
，赚
馬
人
民
の
力
が
梢
加
娜
大
せ
ら
る

S

を
得

る

，
i
,箱
し
く
は

(

後
ほ 

に
於
は

)

®

も
减
少
す

4

二
と
な
ぐ
し
で
維
特
サ
ら
る

V

を
得
可
き

i

ビ
を
懇
願
し
た

。

g

 

し
て
後
、彼
れ
は
其
の
旌
旗

の

下
に
敢
隊
を

.市

E
：

に
ゆ
き
、此
處
ド
之
れ
を
解

.散
す
る
。
其
の
間 

彼

れ

か

，#
,
は

ラ？

<
;

ト
ラ
ム
の
冗
了
；せ
る
紀
念
と
し
て

一

殿
堂
の

'壁
に
一
本
の
釘
を

'打
ち
込

み
、旧

ig； 

(
b
a
r
i
u
m
)

中U

新
ね
な
る
市
民
.名
簿
を
預
け
入
れ
る
。

平
民
の

S

0
官
が
切
め

V

風
任

f

れ
た
の
は
紀
元
前

n
!

西
五
十

i

¥

の
こ
と
で

S

て、
 

此
の

W

職
が
設
：腹
：せ
ら
れ
て
よ

‘レ
約
一
世
紀
の
後
で
あ
つ
た
。
今
や
平

a

が
容

n勿
に
元
老
院 

じ；入
る

こ

と
を
承
認
ぜ
ら
る

y
の，道
は
開
か
れ
た
の
で
あ
る
。

」

紀
元
前
三

W

三
十
九
年

S
 

es: Publilis 

.の

1

は
雨
；暇

察

官

中

の

一

名
：が
平
民
力
ら
ざ
る
を
得
ざ
る
：こ
ご
规
足
し
た
。
然
し 

み
が
ら
大
桃
の
犧
牲
を
供
ふ
る
の

$

k

同

1

S
八
十
年
じ
至
る
ま
で
平
ほ
の

.
避
務
官
に
よ

.

. 

.り
：て
執
行
せ
ら

る

、

こ
ビ
が
な
か

0 

監
察
は
务
市
民
の
支
挪
ふ
可
き
財
産
税
の
商
を 

決

し

，後
に
至
つ
て
は
賦
課
の
大
部
分
を
請
人
に

l
i

魚
は
し
ひ
る
の
契
約
を
歸
結
し
、收
入 

-徵收
を
：

E
1

的
す
せ
る

，r

足
の

•配

®

を
®
督
し
た
。

民
官
は
膝
察
官
が
ほ
势
調
査
を
行
ふ
に 

際
じ
て
取
れ
る
行
動
に

S

し
て

は
}
®

認

S

を
布
す
る
こ
ご
が
な
か
つ
た
。
海
被
れ
等
の

f
f
i 

務
の
：セ

R

勢
調
査
に

‘關
す
る
輯
圓
內

.に
於
て
は
、彼
れ
等
は
填
に
.其
の
就
職
及
び
僻
職
の
際
に 

行
へ
る
宜
誓
に
よ
て

..
R心
来
轉
せ
ら
る
、
も
の
で
あ
り
て
、他
に
何
等
の
貴
任
な
さ
も
の 

で
あ
つ
れ
。
彼
代
等
は
毫
も
執
行
#
を
有
せ

 

'さ

K
yし
が
故
に
、

!

の
タ
ク
ト
ル
を
も
ぜ
す
る
こ 

ビ

な
く
、

§̂
1̂‘
に
送
迷
史

(
v
l
a
t
o
r
e
s
)

及
び
傳
令

{21 

(
p
r
s
e
c
o
n
e
s
)

を
ポ
ー
す
る
に
過
ぎ
な
か
つ
力
。
彼 

t

ル
十
ぃ
卷

(
1

七ニみ

'

〕

論
，
酣

.
羅iiil

に
於
け
る
社
圆
承
マ

』

硫
會
思
想 

第
十
號 

！

一九



\

奶
十
セ
盤

0

七
s
o)

输
魏
羅
馬
於
け
ち
能
'會
圓
银
と
社
曾
思
想

 

稱十现
 

！ 

ニ 
.3 

れ
紙
の
徽
章
は
高

-
K
.の
椅
子

(Sena 

C
I
H
S
)

及
び
紫
の
外
衣
で
あ
つ
た
。
此
の
赏
成
は

W

か 

に
削
體
的
性
哲
を
有
す
る
ぁ
の
で
あ
ゥ
て
、

S

察
官
の

！

人
が
死

C

す
る
時
は
他
の
者
は
僻

® 

し
た
。
前
に
逮

.ベ
た

®

群{
2
2

の
：乱
斷
ご
刑
前
；ご
は
次

'囘
の
民
勢
調
査
ま
で
繼
給
し
た
。.
之
れ 

を
批
推
ず
る
が

®

め
に
は

g

盤
察
官
の
同
意
を
必
要

ビ

し
た
。
而
し
て
そ
は
直
接
に
子
の 

み
：li:

影
響
し
、女
す
に
は
及
ば
な
か
：ゥ
た
、彼
れ
等
：は
騎
士
圓
及
び
元
老
院
に
辦
し
て
特
殊
の
膝 

ザ
ギ

f

つ
た
：
彼
れ
：等

.は
元

.走
，院
議
爲
ヶ
，選
，舉
し
其
の
不
相
當
な
る
者
を
排
斥
し
、

g

し
て
高 

，官

に

就

，き
た
る
激
の
か
き

"

ま
院
議
員
，の
：新
候
柳
褒
を

W

み

ざ

る

，
.
の
f
f
l能

を

な

し

て
ゐ
た
。

: 

W
.ち

M

の
官
職
を
：脈
し
て
後
、次
ぎ
の
民

-勢
調
査
ま
で
元
老
院
に
於
て
其
の

§
1

見
を
农

W

す
る 

 ̂

f
t 

 ̂(

す

s
e
n
k
n
t
s
’d
H
e
n
d
a
e
'
)

を
有
し
た
る
上
級
提
官
は
元
ポ
院

k

入

る

の||
諾

を

要

ぐ

し
 

得
も
の
で
ふ
る
が
、盤
群

W
;
はぎ
の民
勢
調査
に於
て特
殊
の

a

山
を
述
べ
て
之

v
g

み
ざ
，
 

.る

W

が
出
來
た
。
騎
出
は

T

般

K

勢
調

®

の
終
了
後
、各

自

の
S
?

 

を
糸

S

て
公
所

(

f
o
r
i

) 

に
於

W
:ろ

®

辦
許
の
前
を

.別
々
：に
過
：ぎ

な

け
れ
ば
な
ら
ぬ

"

技

に
老
巧

者
許
し
 

< 
は
虛

®

者 

は1

ぼ
が
罷
？

S

せ
ら
れ
る
、
れ
し
或
ろ
騎
士
に
し
て
其
の
海
匹
に
對
す
る
沖
ノ
意
ダ

S

る
が
如
さ 

其
の
階
滅
に

1
|

す
る
の
資
格
を
き

i

と
が

此
の
際
に
發
見
せ
ら
る

、

い
、お
し
く
よ
豫
め
.敬
見

-

せ
ら
れ

☆

る
.
揚
合
；に
は

"彼
れ
は

^̂ま

^
^
よ̂
み
放
逐
せ
ら
れ
る
。
典
の
缺
貫
は

一
.

般
民
勢
調
査
に 

基
き
て
之
れ
に
適
せ
タ
と
養
做
れ
ね
る
者
の
中
か
ら
，補
充
せ
ら
れ
る
.。
凡
旧
世
紀
間
カ
强 

さ
亦

.；̂

を
續
け
だ
る
後
、

®

察
官
職
は
紀
元
前
五
十
八
年

L
e
x

 

C
l
o
d
i
a

に
よ
り
て
初
め

M

接

の
攻
擊
を
愛
け
！た
。

同
，法
は
數
年
後
，に
於
て

.
M止
せ
ら
れ
力
が
、

®

察
官
職
は

《

亂
の
間
に
ホ

…

.
 

.

.

.

.
■■
 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
 

•.

,絕
の
狀
態
に
陷
レ
、

W

し
て
間
；發
的
に
復
興
せ
し
め
ら
れ
た
る
後
ポ
賞
上
終
減
す
る
に
至
り
れ
。
 

带
政

'め
代
じ
於
て
は
監
察
宵
は
別
個
の
官
職
た
る
こ
ビ
な
さ
に
ま
り
れ
。
皇
命
中
道
察
官

Q

. 

.

.

…

，.：
'
.;.,..し

.
-.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

.

.\ 

..
 

- 

'
 

.

稱
號
を
収

0

た
も
の
も
办
つ
た
が
、其
の
職
は
紀
元
前
二
十
ニ
年
を
以

V

消
城
し
た
。
皇
命
は 

民
勢
：調
森
を
行
ふ
の
：機
を
，

G
I

◎

の
手
中
に
：做
有
し
れ
。
ハ
彼
れ
は
ー
槪
し
て
，：

一
,

般
道
德
の
統
制
激

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

. 

..ニ 

. 

-
. 

;
‘
..
. 

' 

;

(
p
s
f
e
c
t
u
s

 

i
r
u
m
)

 

u
て
む

g
.

し
，又
た
新
元
老
院
議
鼻
を
選
任
し
、公
建
築
の
營
理
の
如
き
は 

之
れ
を
特
殊
の
圓
體

.に
#

ね
た
。

：

I
; 

•

+
 

.

.
 

'

a

放
が
漸
次
平
ほ
，

K

其
の
權
カ
及
び
特
權
を
分
配
す
る
の
已
ひ
な
き

：K 
?

た
時
、彼
れ
等 

が
必
死
の
力
を
以
て
司
法

‘の
.，
獨
占
的
支
配
を
圓
執
せ
る
こ

W
.

は
旣
述
の
如
く
で
あ
る
。
奉
行 

.職
は
ク
シ

V
,

y

ス
，
.
法

の一

に

よ

り

て

執

政

，； PII

の
自

0

の
職
能
が
平
民

•
し
配
，せ
ら
れ
た
る

時
、
 

'

第
十
ぃ
.

傲

(
1
七
：！ 1

1
)

論

眺

羅

-iil

に
於
け
る
社
會

I

爭
會
思
想

 

第
十
就
 

ニ
ニ



ポ十七⑧

(
！

七

論

魏

羅

m
に
於
け
る
社
骨
糊
ポ
と
社
會
以
想

 

4
ル
十
眺 

1

ニ
ニ

彼
れ
等
が
此
の

.司

..法
，：S:

を
#

留
す

.る
#

跳
の

.目
的
を
以
て
创
設
せ
ら
れ
，た
も
の
で

t

o

總 

:
r
V

一
の
®
な
る
內
國
择

S

執

：
政

ま

¥
1
行

.

造
營
司
、凶
事

.
#
行

(
q
u
s
t
o
r
y

撒

察

官)

並
び
に

® 
土
總 

督
及
び
主
僧
は
：其：

の
；資
職
上
，

の
：
注

觀

を

：
要

す

：
る
'
 
が
如
さ

f
f
i著
な
る
事
仲
教
し
く
は
®
要
な
る 

.任
称
に
關
し
て
都
：

(
e
d
i
c
t
a
)

を
後
す

.
る
の
督
ひ
で
あ
つ
た

，'

I

I

は
公

‘の
举
若
し
く
は
競
技
の
佳
知
の
如
く

1
$

的
の
場
合

5

侈
を
戒
む
る

S 

..察

.

レ

仏

の

.
-
 ̂

.
く
.永
，
.
久
，
的

の

：
规

，定

を

.

.
*
す

る

，揚

.，か

あ

..

る
.◊

，布

吿

.
は
單
一
の
事
填
.の
み 

に
關

レ

て
發
せ
ら
る

V: 

V
:場
命
：を
新
長
货
の
一
般
施
政
，方
針
の
綱
，要
で
あ
る

S

合
ご
が
あ
る
。
：
 

這
，般の

.r

般
的
布
吿
は
著
し
ぐ

W

斷
の

W

0
を
除
去
す
る
の
效
果
あ
る
も
の
と
し
て
®
ん
せ 

ら

れ
ち
：

g

し
て
疫
官
は
就
任
じ
隙
し
て
期
の
如
き
形
態
に
於
て

.其
の
公
務
の
執
行
に

S

し 

て
遵
舉
せ
ん
こ
と
を
期
せ
る
：躲理
者
レ
く
は
準
則
を
公
に
す
る
こ
ん
が
慎

.
® 

爲
ゥ
れ
。
這 

般
の
布
带
は

I

時
®
し

く

は
臨
機
の

宣
言

に
對
し
て

「
持
辩
的
布
き

(edictu.m 

p

なp
e
t
u
u
m
)

 

V
J

稱 

せ
ら
れ
た
。

を
は
'
®
だ
に
ロ

 g

の
吿
知
に
ょ
つ
て
傳
へ
ら
る

/

の
み
な
ら
す
，白
標
に
邻
せ
ら 

れ

て
、
公
所

t
S

の
何
人
も
が
：！̂に

之
'れ
を
識

：

み
得
可
き

位

置

に
得
げ
ら
れ

る
。

市
奉
行
及
び
外 

翻
举

‘行

並

び

，
に

上

.

料
：

造
.：

營
司
，に

ょ

9

て，發
布
せ
ら
れ
、其
の
在
職
の
期
服
を
.通
じ
て
法
律
上
の

m
H ：

救
濟
を
許
與
し
若
し
く
は
拒
絕
す
：るに
際

‘
し
て
遵
奉
せ
ん
こ

ざ

を
湖
せ
る

0
則
ケ
ー
衷
示
せ
6 

布

4
〕

は

地

.パ
總
ず
及

事̂舉

 

'，"

の

e
d
i
c
t
a 

p
i
r
o
v
I
n
d
a
H
a

に
對
じ
て

e
c
K
o
t
a

 

u
r
b
a
n
a

 

€ 

f
f
せ
ら
り

る
：。
； .

造
營
^
の
布

4
り̂n

.

此
の
階
級
に
屬
す
る

市

®

に
關
す

ろ
も
め
，
‘
.
で
め
る
。
總
ぺ
て
の
布
俊 

中
、特

に
，ff
i
要
な
る
も
の
は
本
行
の
，布

，̂
2
ヤ

あ
る
。
释
行
ぱ
其
の
：布
な
中
に
彼
れ
が

H

规.
S

法 

廷
及
び
其
の
ゅ
意
の
司

'
法
播
，め
手
續
を

®

へ
，
而
し
て

す

二
銅
‘標
の
成
文
的
现
足
ぜ
し
く
一
は
其 

の
‘
資

の

法

制

にょ
つ

•て
包
括
せ
ら

，る>
*

の
觀
な
き

案

仲
を
滅

斷

す

ろ

に

し
て
.遵
守
せ
ん
ご 

ず

ろ
.
準
則
を
お

W

す
る
。

：

木
、：
石
若
し
く
は
靑
銅
に

S
i

さ
れ

な

る
是
れ
等
の
亦
♦
ほ
古
代
に
於 

て
は
必
要
あ
る

揚
<̂
1!
に

K C
'

て
麟
布
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、後
世
に
つ
て
ぱ
黎
け
は
其
の

‘
 

職

に
：就
く

.

.に
際
.
し
て
正
规
的

じ
：： .

之
れ
を
公
布
し
れ
。

=

疋
れ
に
由

0 
.て
法
の
硬
化
を
防
止

し
、
十 

i
f

銅
德
の

S

定

.V

し
ギ
都
市
生
活
及
び
對
外
的
關
係
の
變
化
に
對
し
て
自
然
的
に
適
れ
す
る 

を
得
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。

 

.r

ル
に
此
の
布
俾
は
之
れ
を
發
布
レ
ね
る
奉
行
の

&

期
終

T

後
に
於
て
は
：何
等
の
效
力
を
も 

W

す
る
こ
ご
が
な

.？,
つ
.
：力の
：で
も
る
が
、各
新
黎
行
は
大
體
に
於
て
典
の
前
任
缴
の
布
巾
に 

着
：
^」

さ
れ
た

.る
準
を
一
道
：守
せ
を
の
常
で
あ
つ
た
。
而
レ
て
彼
れ
が
前
布
带
中
ょ
り
ぬ
己
の 

觉
十
七
海

(
1

七
.5

n

論
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羅
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於
け
ふ
硫
翁
则
爭
ざ
社
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思
想
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银
ヤ
七
悠

(
1

七三

g
D

論

m

轉為；

於̂
け
る
社
露

f

微
s

想 

0
^
0 

二
S 

>T 

M.̂
iH 
R
.

せ̂マる

-

分̂
を
躺
し
て

e
d
k
:
t
u
m

 

t
r
a
l
a
t
i
t
l
u
m

ビ
云
ふ
。
彼
ル
は
ま

-

上̂
こ

*̂*、

て
ま 

も

® N
-

の
か
き
职
则
を
承
認
ず
る
の
義
務
な

き

も

の
で
あ
ウ
た
が
、货
際

-

ド̂

A 

t 
-

ね
ん 

ど
此
の

i
f

に
於
て
俘
廣
ま
ぬ
な
，ろ
と
ご
を
得
な
か
つ
た
。

紀
元
前
七
十
三
年
に
奉
行
た
，々
し 

グ
エ
ル
タ

1

ズ

(cafus 
v
e
r
r
e
s
)
M

彼
れ
が
其
の
前
任
奉
行
ょ
タ
愛
け
繼
げ
る
布
带
を
窓
に 

盤 

® 
せ
る
こ
ビ
を
非
難
せ
、
れ

.た
。(

M
a
r
c
u
s

 

T
u
l
H
u
s

 

Cicero, 

in 

verr. 

I, 

4
9
4
7
.
)

 

o 

拆
ぐ
て
告 

は
：遂

に

歲

々

殆

：ん

ど
：！
：：

等
め
變
化
を
も
加
へ
ら
る

>
-

こ
と
な
く
し
て
傳

へ
ら

る 

>
に

至 

つ
た
。
附
加
に
ょ
：

^
<
>
.を辩
思
に

.ょ

.る
と
を
問
は
す
，！舉
：

£
:

の
任
则
間
に
於
け
る

「

持
續
的
布
吿

」 

の
：m

、.

斷

な

る

改

ザ

！
^
双
た
與
ム
き
不
安
ご
赚

0 V
J

を
以
て
迎
へ
ら
れ
た
。
然
し
な
が
ら
約
紀 

元
前
：六
十
七
年
に
，

®

ぇ
ま
で
は
奉
行
が
自
己
の
宣

„一

€
:

を
墨
守
す
可
き
保
體
ほ
®
法
上
の
巡
習 

を
除

.
-
て̂
は
称
在
し
な
か

0

た
の
で
あ
る
が
、同
年
の

.Le
x

 

C
o
r
n
e
l
i
a

は
舉
行
が
其

の
布
告

ふ
り 

郁
る
、
を
不
仏
な
り
と
宣

&

し
た
。
湖

/、て
終
始

.

復̂
せ
.ら
れ
ぬ
る
準
則
の
ネ
續
的
核
心
は 

本
然
ゆ
：法

(
l
e
g
e
s
)

と
，瓶
並
ん
で
惯
習
法
の

.嚴
源
：ど
し
て
ま
認
せ
ら
る

\

れ
至

\

終
に

M 
^
へ
 

ド
リ
 

H 

, X

 

ス

(Fublius 

J
E
l
¥
:
H
a
d
d
a
n
u
s
)

の
下
に
ジ
す

H
.
I 
ヌ
-ス

(
s
a
M
U
S
.
J
U
H
a
n
u
s
)

は
紀
元 

十
一
年
に
永
激
的
布
告
：

i

系
統
を
與
へ
、そ
は

Oil

帝
の
命
♦
に
よ
つ
V

法
の
效
力
を
.免く

る
に
至
ウ
ね
。

，此
の
法
分
集
は
：市
奉
行
及
び
’地
方
に
於
て
司
法
を
行
ひ
つ

 

> 
あ
•
る
他
の
舉
行
、
 

地
：方

執

政

宵

(proconsul〕
、

§

ち
維
哼
ボ
，外め
：特定
せ
ら
れ
た
る
地
城
に
對
し
て
執
政
®
の
播 

辟
を

®

任
せ
ら
れ
た
る

{：：

史

で

あ

ジ

て

、
之

れ

；
を

；
任

命

す

る

.

正.
S

の
方
法
ほ
其
の
任
期
難
さ

て 

退
職
せ
ん
と
し
つ
、
あ
る
執
政
！
の
職
權
を
延
提
す
る
に
布
す
る

(prorogatio 

imperii)
。

而
も 

例
外
と
し
て
槪
し
て
執
政
せ
職
を
取
じ
た
る

H
；

あ
る
他
の
者
が
任
命
せ
ら
る
、
場
合
が
あ
る

) 

地
：方
奉
行

i
p
r
o
p
r
s
o
r
)

及
び
造
營
司
の
永

®

的
布
吿
を
包
括
す
る
。
此
の

jas 

h
o
n
o
r
a
r
i
u
m

 (

此
の 

;

名
稱
は
高
位

(
h
o
n
o
r
e
s
)

を
布
す
る
者
、卯
ち
長
货
等
が
此
の
法
の
部
門
に
對
し
て
其
の
權
威
を 

與

：へ
、
ね

る

じ

ょ

る

も

の

‘

で
あ
る

)
5
-

に
は

jus 

p
s
t
o
r
i
u
m

及
び

jus 

asdilicium

を

S

八

rO

す
る
も
の
で

‘
 

あ

：る
0 :

皇
帝
及
び
市
提
官

(
p
s
r
e
c
t
u
s

 

u
l
.
b
o

及
び

0
衛

lifs

司
命
官

(

力sf
e
c
t
u
s

 

p
s
t
o
r
i
o
)

の
如
き 

其
の
官
處
も
亦
之
れ
を
發
布
す
る
の
權
を
有
し
て
ゐ
た
。

 

：

-

-

十

！
.

.

. 

.

.

.

.

.
,

h
l
l
:

名

の

段

の
造
.營
司
：
が
：
释
民
官

.の
：，
副

官

ざ

て
紀
元
前

四

M

九
十

H

ギ
を

以
て

初
め
て 

選
任
せ
ら
れ
た
こ
ビ
は

•旣
に
之
れ
を
述
べ
た
。
彼
れ
等
は
最
初
は
恐
ら
く
購

K
.
Kに
ょ
り
て 

仔
命

.せ
ら
れ
力
も
の
：

.で
あ
ら
ぅ
が
、四

W

七
す

一

年
に
至

C
V

て
彼
れ
等

W

等

レ

{
又

た

彼
れ
，等 

$
十̂
七
愈

(
一

七111

五5

論

働

，
獨瓜
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於
け
ス
蹄
會
關
爭

V

紫
思
想
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ニ
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然
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C
r

七
H
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識

耽
：
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於
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會
I
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社
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思
想
 

鎮

十

號

ニ

 j

六
 

を
談

M
ご
し
て
平

®

全
體
に
よ
ジ
て
選
任
せ
ら
る
、
こ
ご
、
爲
つ
た
"
而
し
て
次
盤
に
新
ぬ 

な
る
任
務
が
彼
ホ
等
の
一
摩
上
に
術
せ
ら
れ
て
、彼
れ
綠
は
漸
次
獨
立
の
提
，

K

ピ
看

®

さ
る
、
に
 

至
ウ
た
。

'紀

一
兀
ま
三

fs:

六
十
七
：；

^
に
取
行
職
が
設

®

せ

ら

る

<>し

共
に
、ニ
名
の
上
級
造
營
司 

を
.選
任
ず
ろ

Z W
が
貴
族
と
平
民
ヒ
の
間

'に
協
，足
せ
ら
れ
た
。

彼
れ
等
は
最
初
貴
疾
韻

t

の 

み
か
ら

®
出
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、豐
ハ
ル
、

一

年

交

代

K
貴
放
及
び
平
民
よ
む

.
選
«
せ
ら
る
可 

，さこ

.と
が
協
足
せ
ら
れ
、商
ち
に
又
た
雨
隙
級
よ
り
無
差
別
に
選
出
せ
ら
る
可

5

も
の

と

爲
ウ 

たおみの上級道營は紀元前三

f
f六
十
五
年
に
選
任
せ
ら
れ
れ
。
彼
れ
等
に
劍
當
て 

ら
れ
た
る
主
力
な
任
称
は
兩
隙
級
の
共
和
を
紀
念
す
る
が
爲
め
に
前
述
せ
る

r

維
^
滅
拔

j

を
盛 

大
.に
.擧
ゎ
す
る

K-1:̂

 

0
た
。

一

執
：政
官
の
司
會
の
下
に
糊
族
議

#

に
於
て
ギ
か
選
出
せ
ら

a 

タ
る
彼
れ
等
は
其
：

.の
地
位
こ
そ

® 
く
け
れ
、

®

初
よ

b

し
て
全
人

K

の

官
史
で
あ

り
，
た
。
彼
れ

.
 

等は
れ等
力の
名

(sednes 

c
u
r
u
l
e
s
)

を
獲
た
る
高
官

.椅
予

.fsella 

Curul5

こ

速
し
、序
ゅ

| 

と
し
て
紫
緣
外
衣
を
着
し

て

ゐ
た
。
彼
れ
等
は
地
位
に
於
て
又
た
其
の
槽
服
に
於
て
平
ほ
の 

造
#

司
の
上
に
立

CV,

も
め
で
あ
つ
た
。
即
ち
彼
れ
等
は
後
者
が
に

罰

金
を
科
す
る
を
得
た 

る
に
過
ぎ
ざ
る
市
場
の
務
に

S

事

«

判
權
を
行
使
す
る
の
*
利
を
有
し
て
居
り
た
。
兩
者

の
任
，務

は

膨

々

1st 

j 

.で
あ
つ
て

"キ
ヶ

.ロ
に
ょ
？
て
三
取

n 

.に槪

gil'

せ
ら

.

て̂
ゐ

/
*
、(in 

Verr., 

7 • 

 ̂j

に
彼
ン
等
は

cuiratores 

urbis 

ち
城
の
提

-
K
に
し
て
治
安
行
政
及
び
公
共 

衛

生

の

事

務

官

あ

，ゥ
た
。

彼
れ
等
は
街
路
，を
淸
め

、
® 
5
、：：：
^
つ
改
善
し
、蒋
し
く
は
之
れ
を
行 

ふ
の
義
務
を
ぜ
す
る
激
を
贼
舞
し
、ホ
街

の
.交
通
を
し

V

 M

害
な
ぐ
行
は
し
め
、絶
え
す
殿
堂
、公
 

.共
の
建
築
物
並
び
に
下
水
渠
及
び
上
水
道
の
如

&

營
態
物
を
修
縫
し
、是
れ
等
の
營
造
物
及
び 

防
火
装
置
を
整
備
せ
し
め
て
都
ホ
及
び
其
、
の

外

部

一

哩
の
周
圓
內
の
街
路
及
ぴ

0
0
の
管
理 

し
i

ひ
浴
湯
が

4

ヤ
及
ぴ

‘遊
女
，屋
の
檢
査
、公

北

狭

舟

及

び

®

節
を
危
く
す
る
一
切
の
も
の
、例
 

へ
ぱ
危
臉
な
る
栽
妓
、衆
侈
：葬

：

M

 

 ̂
M
反
"外
國
宗
敎
の
誘
入
等
の
'抑制
等
を
包
仓
す
る
健
康
及 

び
^
ぜ
の
營
を

 <

ハ
ふ
も
の
で
あ
る
。

鎮
ニ
に
彼
，れ
等
は

s
r
a
t
o
r
p
s

 

allnoai

，
即

ち
ボ

A汤
の
檢
査 

f 
r
し
て
輸
入

1穀
物
の
？：藏
及
び
分
配
の
事
殺

{I!

で
あ
つ
た
。
彼
れ
等
は

W

揚
に
於
け
る
交 

易
を
赚
督
し
、市
揚
に
於
て
評

®

及
び
尺
度
並
び
に
货
物

9

品
質
を
檢
査
し
#

に
穀
物
の
買
占 

.チ
を

{
ふ
激
に
ま
す
，る.禁
ン
的
方
法
ご
愈
料
の
買
入
及
び
览
宏

V

る
配
分

(C
u
ra  a

n
n

o
§

)

の
 

兩
ポ
に
ょ
つ
て
食
料
品
の
，價格
を
抑
伽
し
、而
し
て
金
融
ホ
.ぐ
に
關
し
ャ
は
商
利
禁
止
法
を
受 

せ
る
老
を
檢
擧
す
可

‘き
も
の
で
あ
ウ
ね
。

M

三
造
營
司
は

s
r
a
t
o
r
e
s

 

l
u
d
o
r
i
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雜
十

-

〈

1
5

七」

諭

眺

S

に

於
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ギ
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A
.

)

論

耽

羅
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鶴
十
號 

ニ一

八
 

即
ち
め
鏡
技
の
取
行
を

S
,釋
す
る
も
の
で
れ
る
。
本
來

1
®

旋
の
將
軍
が
ジ
-ピ
タ
ー
大
神
の
爲 

‘め
に
举
行
せ
ス

a

だ

B

技」

及
び

「

大

# 

0
就
技

」
(
L
u
d
l

 

M
e
g
a
l
e
l
l
s
e
s
)

は
上

®

造
營
同
，r

平
：

2

韓
辨
は 

平

R

举
營
，司
に
養
ね
ら
れ
ね

。L
S

 

ニ
力

'ル
タ
ゴ
础
役
ヤ

K

開
始
；

^
ら
れ
た
：る

「

ァ

ポ

"

1
y 

0 

技

(Ludl. 

APOInnares) S
'

み
.が
共
和
政
時
代
に
於
て
泰
行
の
管
理
に
屬
し
て
ゐ
た

)

。
彼
れ
等
は

「

維 

典
休

.
H」

に
於
け
る
祝
祭
の
管

0
を
行
つ
た
。
是
れ
等
公
の
就
技
ご
並
ん
で
生
誕
、結
婚
、粒
し
く 

は
熊
式
等

#

蛛
の
揚

<
n

に
秘
の
演
技
が

ffi 
t

協
會
、家
族
及
び

0

人
に
よ

0 

は
れ
た
。
其 

•
か
目
的
は
跟
に
公

#

お
喜
ぱ
し
ひ
る
に

#

す
る
場
な

<

金
錢
を
調

.
達
す
る
場
合
ビ
が
ぁ
っ
た

)  

ル
ぬ
營
は
む
己
，の
給
付
せ
る
競
，技の
毅
用
を
一
部
分
は
國
家
の
準
傭
せ
る
，高よ

i

而
も
斯
く
：
 

の
如

§

金
額
は
後
世
に
室
り
て
は

全
然
；
其
の

K

額
の
需
要
に
應
す
る
と
が
出
来
な
く
な
ウ 

た)

、1

部
分
罰
金

-
の
收
入
よ
り

(

此
の
糊
め
收
入
は
又
た
公
建
築
物
に
も
費
さ
れ
た

r

乂
た

I

部
：
 

分
は
彼
れ
等

Q

森
の
蚀
卞
よ
り
支
出
し
た

.
。.

其
の
中
、國
家
の

«

金
は
後
ほ
に
；̂つ
て
は
全 

然
お
の

R

额
の
需
要
に
應

>
 
る
こ
ご
を
得
ざ
ろ
罰
金
收
入
は
又
め
公
建
築
物
に
も
費 

れ
た
る
が
故
に
、造

營

が

S
I

ら
支
出
せ
ざ
る
を
得
ざ
る
金
額
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激
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^

^
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司
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踏
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；
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司
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司
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梢
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熊
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す
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.
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す
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司
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。
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⑩
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藏
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彼
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其
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關
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C

た
ひ
此
の
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は
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司
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u
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至
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.
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總
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ょ
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營
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史
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.
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激
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；主
と
し
て
高
き

公
：，

職
を
奉
じ
た
る
老

.貴
族

i
d

屬
す
る
に
至
り
た
る
の
觀
が
あ
る

。

W 

も

紀

冗

一

,世

紀

よ

レ

職

；業
的
民
法
學
者
，の
，職
級
の
存
在
を
見
る
に
至
ゥ
た
。

ー
フ
ザ
三

-
s 

0
.四
印
に
至
る
ま
で
は
：法

g
：

に
關
す
る
完
杂
な
る
知
織
が
貴
族

-よ

-OV

奪
取
せ 

-

.

ビ
が
な
か
イ
ナ

.
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取
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司
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潜
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ら
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。
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猶
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然
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し
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執 
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舉
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彼
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職
務
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の
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績
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を
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し
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。
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融
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。
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滴
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。
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ら
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。
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著
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.
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填
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縮
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批
淮
に
料
し
、て
著
大
な
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。
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節
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迎
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る

も
の

)

の
み 

I

®

す
る

こ
.
.

、

爲

ゥ
た
。

元
老
院
は
猶
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縮
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を
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る

こ

ご

(
c
i
e
c
s
r
o
)
， 

，お
し
く
は
彫
像
及

び

g

旋
式
の
如

き

後
譽
を
授
與
す

ろ

の

機

利

t
有

し

て
®

ジ
た
。

レ〕

な
こ 

，
於

て

其

の

.
軍

事

上
ー
め
：；#
.
f
^

は
嚴
早
皇
帝

p

軍
事

^

の
灌
力
ご
，並
行
を
恃
續
す
る

£

ヒ
を
ポ
、ぶ
 

か
ら
た
。

第

四.に

元老院

は
共
和
政
時
代
を
通
じ
て
長
官
に
ょ
つ
て
人
民
の

.
前
に

.
政
ぶ
る

,
 ̂

き
立
法
的
炮
案
を

M

傭

f
、人
民
，の
通
過
せ
る
法
坪
が
形
式
の
點
に
於
て
缺
細
め
る
®
合
こ
よ

之
れ
を
無

‘效
な
ら
し
む
る
の
權
利
を
有
し

V

居
つ
た

V

其
の
決
議
も
亦
た

1

糊
の
時
效
の
カ 

に
よ
つ
て
著
大
な
：る；律
令
的
；權
威
を
有
し
て
居
ゥ
力
，。
人
民
の
立
法
權
が
全
悠
廢
止
せ
ら
れ 

た
る
银

.政
時
代
に
於
て
は
を
は
完
全
に
法

.i：

其
の
者
に
等
し
き
播
威
を
存
す
る
に
生
ウ 

然
し
な
が
ら
、皇
帝
は
侮
年
元
き
院
よ
ゥ

一
1

日
を

以y

彼
れ
が
獨
立
の
、條
例
に
對
し
て
巡 

服
‘の
'宣
誓
を
强
要
せ
る
が
故

‘に
"を
は
單
に
皇
帝
の
意
志
の
形
式
的
批
他
に
、外
な
ら
ざ
る
も
の 

で
，ぁ
：つ
た
。
新
皇
帝
の
登
極
に
際
し
て
元
老

.院

.は

lex 

r
e
g
i
a

と
稱
せ
ら
れ
ぬ
る

|

個
の
議
定 

に
，よ
て
彼
れ
に
帝
權

を
；授
け
た
の
で

•ぁ
る
が
、を
は

i單，に
*
來
の
例
式
を
厳
守
せ
る
に
週
ぎ 

な
か
ウ

.

第
五
：，に
其
和

.政
時
代
を
；：通

じ

て
、元
老
院
は
ダ
ラ
ッ
ヵ
ス
の
時
代
に
ま
る
ま
で
剑 

事
は

.，總
ペ
て

1

兀
老
院
員
の
，階
級
に
腐
し
た
る
の
事

M

を
.離
れ
て
は
圓
有
の
司
法
權
を
存
す 

る
こ

：
と
が
な
か
ウ
た
が
、長
當
は
會
だ
に
刑
事
裁
刺
ぱ
ち
同
者
及
び
臣
段
.の叛
逆
罪
及
び
偽 

瞪
，罪

.並
び
，じ
公
安
を

.危
ぐ
す
る
，底
の
毒
殺
及
ぴ
膚
殺
等
の
重
大
な
る
事
件
に
狂
つ

.
て
制

W 

 ̂

g

問j
a

し
て

I
S

動
せ
る
に
過
ぎ
な
か
つ
ね
。，
命
政
の
下

.に
在

C
V

て
は
元
老
院

は
！
}<

約
の
破
棄
、
 

併
戈
利
亚
內
の

‘
®
, 

m

M城
總
督
の
職
務
上
の
非
行
及

.ぴ
苟
求
に
關
す
る
訴

®
、特
‘
に

又
た
元
老 

院
：赚
貴
の
國
事
雄
：及
ゲ
非
行
に
關
す
る
場
合
に
は
正
武
の
戴
判
權
を
有
し
て
居
つ
な
。
第

11

..
 

.

.第
十
I

へ!

七
四
五)

，
論

‘
 

W 
.
羅
馬
に
於
け
る
硫
食
翻
報

W

妹
會
思
想
,
 

第

十

號

.
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§
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第

十

セ

盤，

' 

r

七

諭

，
'‘.i

f

羅
思
に
於
け
る
賊
ぜ
撒
•
も
败
會
思
滅

 

银

! 

H

-:ハ

世
紀
以
後
に
至

：

0

 

K

斯
>
、
の
：如
き
锁
例
桃
の

♦

部
ぱ
皇
命

S
'

法
廷
に
移
つ
た
。
錯
六
に
共
和 

ド.政
時
代
を
她
‘じ

て
選
舉

.は
惟
り
間
接
に
司
會
官
に

よ

む
、又
た
；形
，
式

上
の
錯
誤
に

よ
り
て

選
播 

.を
網
效

，な
ら

し.
ひ
る
其
の
他
，利
に
遊
き
、お
後

.
じ
又
た
：選
擧
期

a

の
描
兒
を
行
ふ
に

よ
り
て
元 

‘ポ
院
の
.
：勢
力
の
下
に
：在

0
た
の
，であ
る

b
y
帝
政
時
代
に
至

-
?
て
元
老
院
は
皇
帝
チ
べ
グ

r

ス
 

よ

り
執
.
政
'官
以
外
の

凡
ゆ
る

長
官
，
を

選
任
す

る
の

權
利
を
得

.
た
。
而
も
此
の
播
利
は
其
め
候 

部
者
が
皇
帝

ド
よ

つ
て
推
取

せ
ら
る
 

> 

の
事
賞
に

'
よ

つ
て
無
意

'降
な
.る

も

の.
と

爲
ウ
た
。

,
£ 

.位
者
が
暴
力
に
よ
つ
て
廢
せ

ら

れ
れ
る
隙
に
元
考
，

a
s

の
主
張

.‘せ
る
皇
帝
指
{ル
棵
も
亦
た
：

4

隊 

の
-其
嫌
に
，よ

O
K

,

其
の
偕
稱
せ
る
廢

g

權

-yj:

等
し

.ぐ
空
，虛
な
る
も
の
で
あ
り
た
。

:;

傅
說
の
：傳
ふ

.も
，所
，に
し
て
萬
な
ら
ぱ
、平
民

'殊

.に
其
，の
騎
士
階
級
に
風
ず
る
激
は
早
く
旣
に 

，‘エ
.政
の
末

®

に
於
て
元
老

.‘院
譲
貴
た
る
の

®

格
を
得
た
る

が

處
め
に
、彼
れ
等
は

patres 

(

S
 

.
t
p
n
s
c
n
p
t
t
.

の
盤
合
：£

稱
.名
ど
以
て
：呼ぱ

 

'れ、而
し
て
典

.
も̂！
^
み

T

に
在
ウ
て
-は
平
民
は
常
初
ょ 

し
す
之
れ
が

-謙

W

力
る
の
：資
：格
を
有
し
て
居
つ
た
，，の
で
あ
る
が
、彼
：れ
等
は
徐
々
に
其
ひ
エ 

f

e

た
.
る

tunica 

latidavia (

廣
乂
紫

§

緣
取
れ
る
下
衣

J

及
び

c
a
l
c
e
s

 

senatorlus 
{四
條
の
填
紐
を
ぶ 

‘て
足
に
結
ぱ
れ
た
，

.る
黑
：の
.
.革
靴

.に
し
て
貴
族
の
場
合

.に
は
新
月
形
の
如
へ
ホ

' 
を
以
て
飾
ら
れ
て

.ね

ず

る

の
：；

權
利
，
^
取
得
す
る
こ
と
を
得
ね
に
過

i-ri,

な
か
ウ
た
。
共
和
政
時
化
を

E

じ

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

..

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

-

. 

‘ 

.

て
元
老
院
議
員
の
：：選
.任

は

最

扔

執

政

黄

.の
：手

中

に

存

し

た

の

で

あ

つ

た

が

、後

に

至

つ

て

S

察 

{；2

に

秘

た

。
•元
老
：院
.譲
員
は
膝
祭

{
Kに
ょ
ウ
て
其
の
職
を
追
は
る

V
-

に
非
ざ
れ
ば
終
身
之 

れ
を
奉
じ
上
級
長
官
め
し
者
が
辭
任
後
元
老
院
に
議
員
れ
る
こ
ど

.す
：要
求
し
傅
タ
る

.

■

 

, 
.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

 

' 

. 

:
 : \

 

.

レ
-

-

 ̂

\

こ
ご
は
旣
述
の
如
く
で
あ
る
。
是
れ
等
の
者
に
次
い
で
翁
重

♦
ら
れ
た
る
要
求
は

jus 

sententis 

dicenda^

を
有
し
た
る

 

'ホ

K

の
造
營
司
、誰
民
背
及
び

S

事
奉
行
並
び
に
市
段
中
の
最
も
富
裕
な 

.る
階
級

g

ち
騎
士
の
其
れ
で
あ
つ
た
。
前
者
は
其
の
任
期
の
滿
了
ご
共
に
這
個
の
權
利
を
失 

ひ、後
满
は
求
だ
何
等
の
官
職
に
も
位
命
せ
ら
る

 

> 
こ

と
が
な
か
ウ
れ

V
i

し
た
な
ら

'
ぱ

、pedarii 

と

稱

せ

ら

れ

て

他

.に

比

し

て

ん

ト

位

に

立

ち
、僅
か
に
投
票

K

參
加
す
る
こ
と
を
得
た
る
も
堪
跡 

，
め

，意

，
見

を

！
；

^
明

す

る
.の

，
禅

利

，
，
を

：
享

有

す

る

.：
こ

と̂ ̂

意
見
に
，银
し
て
其
の
同
意 

を 

'ま
明
：する
の
權
利
を
有
す
る
に
過
ぎ

.な
か
ら
ぬ
。'凶
事
奉
行
も
亦
ザ
正
规
的
に
元
ま
院
に 

.力
：へ

.，'

れ
.れ
る
時
，適
法
に
元
老
院
議

.員
，た

'.る
の
資

.格
を
有

.す
る
，最
少
ギ
齡

Iを

™
.
T十
八
才
ざ
{かゾ

——
-

.- 

- 

.

. 

.
 

-S

め
ら
れ

.た
。

‘時
代
の
，經
過
，，

V
J

，共

に

，
譲

民

官

及

び

}

民̂
造
營
司
は
.元
老
院
に
入
る
の
法
律
上
の 

棚
利
，を
取
得
し
、最
後
は
凶
事
拳
行
も
亦
タ

t
v

ラ
.の
法
制
に
ょ
ウ
て
之
れ
を
収
得
し
た
。

,

,

货
十
す#.
 

a
七
！
！

七)

酣

：
雜
腐
に
於
け
る
社
會
制
爭
會
思
想

 

级
十
跳
 

ニ
11

七

■

I
I

I
I

I

I

I
I

i



.情

十

七

卷c
r

七
四
八)

論

0

羅.あ
！！

於
け
る
社
會
關
承
と
社
會
思
想
 

填
，十
號 

1

H
.
\

主
政
時
代
に

1

ぼ
人
ょ
♦
成
れ
る
元
老
院
は
タ

I

ク

ク

ィ

，一

ア
ス
の
放
逐
前
に
ニ
！ぼ

名

-
W 

增
員
せ
ら
れ
て
久
し
く
其
の
儘
に
な
ク
て
居
ジ
た
の
で
も
る
が
、ス

.
ラ
は
人
民
に
ょ
ウ
て

1

ル 

せ
ら
れ
た
る
三
ぽ

：
騎
士
の
數
だ
け
元
老
院
離
員
を
槽
加
し
、新
た
に
二
十
名
に
增
加
せ
ら
れ
た 

るS

事
舉
行
に
對
し
て
其
の
任
期
の
满
了
後
，即
時
元
老
院
に
入
る
の
權
利
を
授
與
し
た
。

シ
 

f

ダ
I
:

は
元
老
院
議

k

の
敷
を
九

S
i

入
に
增
加
し
、三
頭
政
治
の

T

じ
於
て
は

-...

千
人
を
す
ら 

.越
ゆ
る
に
至
つ
だ

0
,
而
も
ォ

i

ダ
ス
タ
ス
は
之
れ
を
六
名
に
限
定
し
、元
老
院
議

f
t
た
&
得 

る
；の
年
齢
を
二
十
五
オ
ビ
定
め
、而
し
て
少
く

 

y
j

も
一
西
廣
セ
ス
タ

I

シ
ア
ス

(sestertius)

に

W 

常
ず
ふ
財

0
の
所
有
：を；以
て
必
要
條
件
と

E

め

た
，。

帝
政
時
代
に
は
皇
帝
は
每
年
元
走
院
議 

a

の
名
傭
を
公
成
し
：た
マ
著
名
な
る
併
太
利
亚
人
及
び
®
域
民
も
漸
次
之
れ
に
加
入
す
る
を 

得
る

k

至
つ
た
の
で
ザ
る
が
、後
に

至C
V

て
は
其
の
財
章
の
ブ
定
部
分
を
伊
太
利
亞
內
の
土
地 

に
投
入
す

'る
を
條
仲
：ご
ず
る
こ
と

 

>
爲
ウ

.た
。

.
元
老
院
議
員
中
第
，
一
の
階
級

'を
-
^
む
る
，者は 

货
ウ
て
上
叙
提

：oii：

の
職
を
奉
じ
，たる
激
で
あ
り
て
、最
後
の
其
れ
は
未
•だ
甘
ウ
て
何
等
の
官
職 

に
も
就

I

き
ぬ
る
こ
ご
な
き
者
で
あ
る
。

p
r
b
c
e
p
s

 

s
e
n
a
t
u
s

の
稱
號
は
膝
察
官
が
典
の
名
簿
の
欺 

■
m
に
k

け
る

1

員
、即
ち
普
通
前
盤
察
官
で
ぶ
ウ
て
、常
に

.
貴
族

.た
ろ
の
觀
あ
る

一

員
に
典
へ

4
-

I

れ
る
其
の

W

1 .

の

特

播

は

司

會

：； n

じ
ょ
つ
て
其
め
意
見
を
宣
明
す

る
ご
ご
を
®
初
に
求
め

ダ

か

る

ォ

，
力
ス
タ

ス

以

來
皇
帝
は
®

」

{ 

prfnceps 

s
e
n
a
t
u
s

で
あ
ウ
た
。

一じ
考
か

を
召
集
す

"

の
權

(

V

I

は
.？

：主
一
に
網
レ
て
居

&

の
で
あ
る

I

和
政
の
初
め
に

J

Ir 
i 

 ̂

及
び
掘
政
殺
統
及
び
®
總
統

(maglster 

e
q
u
i
t
u
m
、

總
統
が
涉
共
の
長
た
る
に

f

し
、®
殺

航
は
戦

*

に
在
ウ
て
騎
兵
を
指

®

す
る

を
以

て

其

の

任

務

め

_ 

I

る
が

：̂ 2
此

の
稱
號
が
ゐ

1

9
如

.
V

臨
時
の
長
官
に
腐
し
、後
に
至
◊
て
識
民
窗
及
び
卷
行

に
も

亦
ぬ

屬
す

る
に

：

ホ

ら
、史
ら
に
後
に
至
り
て
執
政
官
の

同

意
若
し
ぐ
は
命
☆
を

條

件

ど

す

る

に

至

ウ

た

の

で
あ
る
が
、帝
政
時
：代
に
於
て
は
寧
般
の
制

'限
は
除
去
せ
ら
れ

y

皇
帝
«
又
た
之
れ
を
召
集 

す
る
.
の
纖
力
を
有
.
し
て
S

ら

T
o

ナ
！|!

.

雨
階
級
の

S

が
成
ま
.し

，て

ょ

許

も

な
ぐ

#

族
及
び
ギ
民
中

.
2

1

な

I

ょ

々

ぼ 

ぬ
な
る
貴
族
は
發
生
し
て
其
の
黛
與
の
爲
め
に

凡

ゆ

る
地
位
を
略
収

す

る

に

ま

つ

な

。

腕

述
 

，せ

る
I

 
一

r

ァ

ス

法
中
に

包

：®

せ

ら

れ

ね

る

諸
2

は

明

確

棚

異

れ

る

ニ

一 

禅

|

素

を

具 

W

す

る
.も
：
め

で

あ

り
ね
。

一

，ウ
I

家
J

S

す
る

「

成
金

」

の
鬪
爭
を

表
：：

小

す
る：
も

の

で

め

り
.れ

^

餘

r
魏
羅
思
に
於
け
る
f

l

u

瓶 

こ
1

麵

!51
I

I
I
!
j



敏
十
.セ

卷

(T:

七
牆
說
羅
縣
於
ゆ
を
冊
會

M
'
&
w
.

社會思敬
 

.银卞號
 

1
^
0

は；富
者
に
斜
す
貧
者
の
鬪
爭

★

表
示

f

s

h

の
で
あ
る
。

‘
在
鄉
の
小
耕
作
き
の
多
救

0 

望
せ
る
，所
の
も
の
ほ
：暴
虐
な
る

0

業
；上
の
競
爭
と
大
資
本

.
家
の
優
略
と
よ
タ
救
濟
せ
ら
る

、 

こ
ビ
で
あ
つ
た
。
而
し

V
-

ジ
シ
ン
一
ァ
ス
及
び
平
民
鶴
の

®

袖
の
欲
求
せ
る
'.所
の
も
の
は
宵
職 

に
就
く
：の
資
路
で

.
あ
つ
た
。
平
民
の
勝
利
が
得
ら
れ
た
時
に
其

§
-
領

W 

貴

族

結

八：！

す 

そ
に
.
：至

CV  

斯
く
て

.
新
た
な
る
貴
族
が
形
成
せ
ら
れ
た
。
新
貴
族
の
間
に
在
つ
て
門
地
を 

有
す

る
者
は

t
t
貴
族
：の

^̂:,
統
に
非
や

し

て.最
高
の
官
職
を
參
じ
た
る
祖
先
を
有
す
る
紫
で
あ 

ウ
た
：
圓
よ
り

,
0貴
族
は
：誓
貴
族
の
如
く
緊
密
な
る
も
の
を
爲
る
こ
と
は
な
か
つ
た
◊
待
に 

平
民
が
，執
政
赏
職
に
ま
く
の
資
格
を
得
て
よ
ぐ
最
初
の

1

世
紀
は

r

方
に
於
て
雑
馬
が
伊
太 

利
亞
を
征
服
し

.
つ
/
^
あ
：
り

し

，紀

元

前

三
W,

六
十
七

¥

よ
り
.同
一
ニ
百
七
十
ニ
年
に
至
る
時
代
で 

あ
つ
た
が
故
に
、出
生
賤
し
さ
も
才
能
，勝れ
た
る
者
は
執
政
官
職
を
識
も
得
る
の
機
會
を
有
し 

て
居
ウ
た
。
然
も
大

‘®

に
於
て
少
數
の
支
配
階
級
は
世
襲
た
ら
ん

ざ

ず

る
順
箸
な
る
®
向
を 

有
し
て
居
つ
た
？

i
B

し
て
網
次
，執政
背
教
し
く
は
元
セ
院
譲
員
の
家
：桃
が
執
政
宵
職
及
び
元 

老
院
の
蛛
鼻
を
全
然
獨
占
す
ふ
こ
ヒ
は
な
，か
つ
た
が
、而
も
其
の
大
部
分
を
占

®

す
ろ
の
‘せ
勢

I 

• 
.

.

.

.
 

- 

■ 

•
. 

.

を
，教
た
の
で
あ
る
。

.
而
も
何
が

.故
，に
舊
貴
族
ご

；

牛
民
ご
の
間
に

‘戦

.は
れ
た
，る紀
元
前
筋
五

及
び

I
I

世
紀
の

H

锁
の
，！

要
素
ご
，し
て
：能
め
，ら
れ
た
る
古
き
貧
富
間
の

f
t蝶
が
等
し
く
執
政 

お
及
び
元

あ

院
議
廣
の
家

j
g

に
よ

ウ
て
ト

H
©
せ
ら
れ
た

る

新

ダ
；；；：？*

る
貴
,
政
沿
の
時
代
た
る 

第
三
及
び

® 
ニ
世
紀
に
於
て
行
は
る
、
こ

t

が
な
か
り
た
の
で
ぁ
る
か
。
何
が
欲
に
を
は 

元
前
筋
ニ
世
紀
の
後
年
に
於
て
グ

.
ラ
.
ツ
カ

t<
;

が
革
命
的
精
神
を
鼓
吹
す
る
に
至

る
ま
で

鎭
H

 

.の
狀
態
に
在
る
を
得
な
の
で
ぁ
る
か
。

0
般i

の
鎌
問
に
對
す
る
解
答
は
維
得
が
此
，の

‘時
勘
を
通
じ
て
行
；

S

ウ
、
ぁ
り
し
數
次
の
戰 

#

の
勝
利
に
：霸
出

.さ
る
可
き
も
の

"で
：ぁ
る
。

紀
元
前

1

一
百
六
十

g
p

報
よ

A 

H 

H十
三
年

i
i

至
 

る
叫
に
於
て

*
K
.は
最
大
な
る
仙
界
的
勢
力
た
る
の
地
位
に
進
む
に
至
つ

4:̂
。

這
個
の
進
展 

.は
；羅

M
の
雜
濟
的
基
碰
の
改
造
に
よ
ウ
て

#

は
れ
た
。
貨
幣
經
濟
及
び
投
機
収
引
は
從
来
行 

は
れ
，ウ
、
ぁ

◊
し
小
農
經
濟
を
殺
へ
し
た
。
二
百
六
十
九
年
に
銀
貨
の
鋳
：道
が
開
始
ホ
ら
れ
、
 

藍
れ
よ
り
五
，ギ

の

後

K

至.つ
て
力
ル
タ
ゴ
ご
の
第
一
囘
の
戰

 

'爭
が
開
始
せ
ら
れ
，た
。

ニ

 

卞 

十
四

t

 

十
i

5

れ
る
此
の

I

に

き

-

;

ァ
.及
び
ま
ジ
ィ

-

r
は
 

M

M
に
よ

9

て
征
服
せ
ら
れ

"維

*
^
?人
は
制
海
權
の
重
嬰
な
る
所
以
を
體

.得
し
、斯
く
て
彼
れ
等 

は
大
艦
隙
を
建
設

し
、
半
ば
は
之
れ
を
戰
爭
の
目
的
に
，半
ぱ
は
商
業
上
の
利
益
に
資
せ
し
め
な

饼
サ
七
想

a

セ
五
！.)

 

d

 

'

d

羅i
l
l
!

於
け
る

m

會
鬪
#

マ

)

社
會
想
想
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け
る
；
s
w
撃

4

#
益
 

0
^
0 

i
l

-:

の
で
め
る
。

造
船
業
者
及
；び
商
事
會

.社
は
在
と
見
る

.に

.

〈

ゃ；つ
た
。
ニ

 

W

十

八年
ょ

.
，，

，
ニ

百
 

0

 

に
冗
れ
，る
第
二

力
..

ケ
タ
ゴ
戰
役
は

1
^
し̂
ヵ

> 
タ
ゴ
の
富
力
政
治
が
更
ら
に
政
寧
的
恭 

，翁
を
％

す
る
か
、維

.ボ
の
：元
走
院
の
態
度
が
更
ら
に
俊
菜
不
斷
な
る
か
、又
た
は
維
ぽ
の
人

K

に
 

し
て
更
ら
に
愛
國
の
称
誠
に
乏
し
か
ク
た
ビ
し
た
な
ら
ぱ
維
®
人
の
征
服
を
終
止
せ
し
め
た 

，で
あ
ら
：ぅ
。
盛

れ

等

，

の
：：

事
情
は
：古
：今

 

ン
ュ
パ
ル 

(
H
i
i
b
a
l
y

の
成
功
を

g

效
に
歸
せ
し
め
な
の
で
あ
る
。

洲

に
ク
ン
ニ

パ

ダ
を
破
れ
る
も
の
は 

0
^
0 
A 

S
に
非

★

レ
て
、タ

\
タ
ゴ
元
考
院

.の
失
寵
で
あ
ウ
た

」
(
L
i
y
,

 

X
X
X
.

 

2
0
0
0力
ル
タ
ゴ 

は
紀
元
，前

W

偶 

'十九：
年ょ，

四十六年に冗れる策三

次

の
戦
役
に
於
て
全
然
敗
城
に
歸 

し
た
。

.，な
の

M

に
觸
旧
人
は
希
騰
、小

‘
®
細

S
i

及
び
西
班
牙
を
征
服
し
た

C

貴
金
爐

と
，
奴
織

ビ 

は
維

W

に
流
入
し
て
此
の
强
健
な
る
古
來
の
小
農
民
國
の
根
抵
を
：

g

ぅ
か
ら
し
め

4:d。
(Beer, 

o
p
. c.it, 

pp, 

1
3
5
-1
3
6
.)。 

.

此
の
め
服
の
れ
を
通
じ
て
羅
ル
の
政
め
が
農
地
分
配
上
の
不
平
を
逸
出
せ
し
め
ぬ
る
手

.
.
.
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.
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■ 

: 

• 

,

.

.

.
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.

.

..
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,

段
は
亦
た

一

倘
の
市
邦
が
如

W

に
し
て
廣
大
な
る
帘

H

を
確
く
掌

f
iす
る
を
得
る
か
の
雄
間

,

•
• 

. 

.

.

. 

.

.

.

.
■
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.

.

.

'

り

.

.
‘

.

-

,

.

:
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.

題
を
解
次
せ
る
手

*段
ご
等

し
：*

r
eも
の
で

.あ
つ
た
。
併
太
利

®

は
步

一

步
ご
征
服
せ
ら

n
た
.冗

し
て
狐
の
一
間
に
於
て
：繩
ボ

'
人
は
被
征
服
者

-5 >
v

其
の
土
地
の

1

部
を
强
購

す
ろ

の
银
で
ゐ
ウ

た
。
其
の
割
合
は
普
通
三
分
の
一
で
あ
り

'
た
が

"
其9

高
は
同
な

b

し
も
の
、
如
く
、ゆ
に
は

.
.

 

0 
. 

... 

.

.

.

.

.
f
r
- 

.

お
の
全
部
が
沒
收
せ
ら
る
、
こ
ご
す
ら
あ
ク

.
た
。
這
股
の

i

地
は
，
一
ご
朱
づ
國
家
の
手
に
，歸

し
て
、其
の
大
部
分
は
部
ポ
が
低
き

> 
名
義
上
の
地
代
を
支

»
ら
て
占
有
す
.る
に
委
せ
ら
れ
な
の

で
あ
，る

が
、
尙
は

r
a 
♦
此
の

新
，：
な
に
征
服
せ
ら
れ
た
る
土
地
の
廣
大
な
る
面
精
が
維
馬
市

a

の

間
に
分
配
，せ
ら
れ
て
、彼
れ
等
：は

-

H

己
の
配
分
に
對
し
て
完
全
な
る
所
ぜ
擁
を
有
す
る
こ
ビ
が

:
.
. 

■

.
 

.

 

-

.

 
.
.

 

. 

.

 -

 

-

.

 .

 

.

 

,

 •

 

>

 
:

.

.

出
来
ね
の
で
あ
る
。

斯
く
の
如
き
は
"多

く

植

民

地

(
c
o
l
g
i

义
の
創
設
に
よ
り
て
行
は
れ
た
。

殺

.
S
は
新
た
な

る

獨
立
の

.國
-
K
を
形
成
す
る
に

.至
る

£
な

か

し

’

4

放

L
T

普
通
の
希
職
植
民 

地
：(

d
;
n
/
《

へ

)

ざ

同
じ
か

‘ら
す
し
て
，報
典
の

K.kQPQUŷ
§

に
類
，似す
る
。
維
踢
人
は
银
®
取
を
有 

す
る
ぐ
ビ
な
か
ら
し
が
故
に
一
帥
の
守

S

隊

€

レ

て
被
征
服
都
市
に
自
己
の
都
市
の
圓

K

を

！ 

駭
植
す
る
の
货
で
あ
ウ
た
。
避
れ
等
の

M
.
E

は半ばは普通三百名，
に
寧
す
る
羅
ホ

民
、
半

ぱ
は
更
ら
に
是
れ
よ
り
も
數
多
き
拉
典
の
同
盟
港
よ
ね
成
る

J 

0
.

M
市
民
の
植
民
地

(C
O

IO
n
f

'

,

.

.

.

. 

.

. 

.

.

.

.

.

.

-

civium R
o
m
a
n
o
r
u
m
)

は
特
に
併
ん
利
，

}

=
3

の
兩
海
岸
を
確
保
サ
ん
す
る
も
の
で
め
り
て
、是
れ
が 

货
め
に

colonise 

maritimae 

 ̂

0
せ
ら
れ
る

.。
數
に
於
て
盤
か
に
是
れ
よ
ぉ
も
大
な
る

colonise 

筋
十
七
粒

a

七五

5

输
説
羅
に
於
け
る
社
會
湖
爭
と
社
會
思
想
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1

_
:
饼
十
七
卷
バ

n

セ五

0
:
' 

;諭諷
：

於けろ社

I

?

社
I

想

,

,

?

號

-

L
a
t
l
J

は
本
陸
に
對
し
て
同
一
の
目
的
に
資
す
る
も
の
で
あ
る

0

是
れ

.等
の
称
注
民
は
依
然
，

 

ご
し
て

完
全
な
る
：；

資
格
：を
有
す
る
鎌

®

市
民
ビ
し
て
箱
在
す
る
か
、殺

し
く

は

赏

ウ

て
羅
ボ

W 

,
民
に
弗
る
ラ

K

ィ

r

ム
の
往
民
の
有
し
た
る
地
位
を
占
め
て
居
ウ
た
。
即
ち
彼
れ
等
は

r 

&
の
；银後
に
ょ
ウ
て
：'他
の
羅
旧
の
從
腐
的
同
盟
者
ご
相
し
て
居

ジ
た
。

是
れ
等
の
特
權
中 

に
狂

|
C
V

て
最
も
重
要
な
る
も
の
は
.

一

足
の
拉
丁
植
地
に
於
て

官
職
に
，就

け

る

者

が

*

ポ
の 

ホ

K 
«
を
収
得
し
得

る

こ

ビ

セ

め

り
た
。

：
是
れ
に
由

C
N

て
是
れ
等
の

都

邑

に

於
け
る
最
も
才 

粋
あ

i

心
め
る
分
子
は

f

ん
す

S

I

邦
中
に
吸
收
せ
ら
れ

1

半
ば
は
斯
く
の

t

方 

法
.ド
依

-

、̂半
ぱ

：

は
胃
語
及
び
鍾
族
の
共
同

S

に
依
っ
て
是
れ
等

M

 

丁
植

S

地

の

*
,
!
.
,
^
對

す
 

る
I

は
大

g

に
於

S

 

S

の
上

>

 
加
へ

0

れ
た
る

最

大

な

る

i

に

I

得
る
の
强
さ 

を
有
す
る
こ
ご
が

g

か
ご
爲
ウ
た
。
即
ち
：

^

ンy

プ
デ
將
渾
侵
略
の
最

g

黑

g

代
の
如
き
は 

是
れ
で
あ
つ
た
。
海
し

.て
义
た

=
S

れ
等

.の
植
民
地

d

羅

の

§

及
び
取
隙
の
大
部
分
を
梢 

威
せ
る
小
農
民
の

i
i

に
時
々
發
生
る
倾
问

I

:
ジ

2

地
均
分
の
要
求
を
防
？

る
の
お 

1

* 

0
た

命
し
て
又
た
他
力
に
於
て

» 

■̂
斯
く
の
如
き
.悪
求
の

一

部
は
衛
戌
の
義
粮 

.す
：̂は
ざ
る
ぶ
の
分
配
に
ょ
つ
て
満
足
せ

し

め
ら
れ
た
。

(
H
e
m
y

 

Sidgwick, 

T
h
e

 

D
e
v
e
l
o
p
-

m
s
t

 

OI ,
E
u
r
o
p
e
a
n

 

p
oli

t
y
V
I
9
0
3
,
‘pp. 

1
5
1
, 

1
5
2
,

レ。

而
も
羅
：

^

の
移
住
，

i

の̂
，地
位
は
其
の
弱
喊
を
件
は
ざ
る
も
の
で
は
な
か
つ
な
。

t

づ

館

！ 

に

&

れ

ミ

の

称

仏

せ

る

&

の

f
f
l住

K

に
對
す
る
彼
れ
等
の
闕
係
は
決
し
て
.貌

善

な

も
 

の
で
は
な
か

0
.た
。
.
驻
れ

'等
の
傷
，住
民
は
大
部
分
强
制
的
に
，羅
梅
國
民
な
ら
し
め
ら
れ
た
の 

で
あ
グ
力
政
治
が

^
.村

(
d
v
e
s

 

sine 

s
u
f
f
r
a
g
l
o
)

を
荷
す
る
こ
と
が
な
か
ウ
化
。
好
く
て
人
ま 

，僻
々
植
民
地
が

«

、おの
侵
入
者
に
動
し
て
叛
起
し
、之
れ
を
殺
害
レ
若
し
く
は
®
迷
せ
る
の
事 

實
あ
，り
し
こ
ご
を
間
く
。の
で
ぁ
る
。

而
も
傷
住
民
は
早
舰
新
ホ
民
ビ
合
一
し
、

M

冷

.

I

r

s
 

を
収
得
し
た
。
斯
く
の
如
く
し
て
被
ぜ
爛
民
を
瞬
收
し
、自
國
段
じ
對
し
て
膨
服
の
鈴
地
を
與 

ふ
る
ニ

®

の
作
川
，に

ょ

つ

て

チ

べ

リ

ス

(
T
I
b
e
H
S
)

河
畔
の
植
民
地
は
紀
元
前
筋
ニ
世
紀
の
中 

-

荒
に
は
武
裝
を
行
ふ
こ
を
得
る
三
十
ニ
萬
八
千
の
ホ
民
を
ぜ
す
る
：國
家
と
爲
ウ
た
の
で
あ 

る
而
も
是
に
至
つ
て

K

の
發
達
は

j

時
停
止
を
見
た
る
の
み
な
ら
す
、暫
時
退
步
を
す
ら
来 

し
た
の
で
め
る
。
紀
元
前
瓦
七
十
七
年
以
後
に
於
て
は
，

.同
ぽ
五
十
七
年
に

ピ

シ
‘，1

ナ
ム

(
P

ド？
 

n
u
m
)

な
る
唯
だ

一

倘
の
植
段
地

.に
於

.け
る
の
外
は
何
等
新
た
な
る
土
地
の

配

分

め
、りし
こ
ご 

を
力
な
い
。

.is

器
の
ぃ

n
®

し
ウ
、
ぁ
る
ふ
の
を
除

.い
て
は
最
早
併
大
利
亞

W

に
分
割
せ
ら 

■ 

^ 

.診

魏

,
羅
さ
於
け
る
；

M

愈
社
會
思
想
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ん 征 三  
ご 服 次  
し し の '

が
す
七
粒

(
r

七五六

)

：
：論

‘，眺
羅
馬

1
1於
け
る
駄
會
鬪
爭
>̂社
食
思
想 

る
可
き
：公
を
地
を

剩

さ

5
4

る
の
觀
が
あ
つ
た
。
而
も
富
者
は
激
烈 

れ
を
抛
棄
す
可
く

 

觀
え
な
か
づ
た
。

(iKd.、
P, 

1
5
3
,.)。

十
四
，

：

.

ヵ
ル
タ
ゴ
は
紀

t
K

n
l

r
+

九

年

ょ

ヶ

百

吗

十

六

年
に
冗
れ
る 

減
し
ね
。

.

其
の
間
に
，於

.て

羅

人

は

希

匿

、

小
；：：：4

細
亞
及
び
西
班
牙 

奴
棘
ご
は
羅
瑪
に
流
入
し
て
此
の
强
健
な
る
豊
民
國
の
根
抵
を
颇 

で
あ
る
。

狗
に
貨
幣
は

.
强
大
な
る
力
を
有
す
る
も
の
で
あ
つ
た
が
、而
も
そ
は
全
能

0
限 

な
か

‘

C
V

た
。
ダ
ラ

.
ィ
ォ
ス
ご
，.

の
多
數
の
外
藤
の
財
寶
は

S
i

歴
山
を
防
ぐ
こ 

ウ
た
。

カ
ル
：タ
ゴ
の
だ
は

' 
0
.0

人
の
訓
練
ビ
梁
斷
ご
に
打
克
ウ
こ

ビ

が
出
来 

他
は

®

事

上
®

要
な
る

役
制
を

演
す

る
こ
ビ
が
'出

来
る
。

而
も
鬪
爭
は

事
賞
上 

閲
に
行

は
る

、
'も
の

で
あ

る
。；
其
の
金
力

政

治W

典
の
貪
變

な
る
力
を

仲
長
す 

屈
入
れ
た
る
傭
兵

ビ
を

有
す
る

力

グ
ク
ゴ
は
利
得
欲
ハ
體
現
で

あ
つ
た
。
是
れ 

格
方
直
な
る

素
質
を
有
し

力
る
羅
馬

人
は

之
れ
を
打
破
る
こ
と
が
ぶ
来
セ
。

镇
十
號 

！

四
六 

な
る

B

ザ
を
經
す
し
て
之

つ 1 Z 戰 
、 0 役
あ 貴 に  
つ 金 於
た 屬 て

な と な

なで

る 人 か が る  
が ご ジ 出 も  
爲 人 た 來 の  
め ビ 。
に の 貨 か は  の > • 全

比
し
て
厳

冊

も

力

ズ

ク

ゴ

ま

ゆ，
影
響
は

^
 
0

に
：
羅
馬

K
於
て
顯
著
ビ
爲
ウ
た
。
造
船
及
び
海
®
の
 

:

は
力

\

ク
コ
眺
役
の

.發
端
め
る
シ
、
ジ
ア
に
對
す
る
鬪
爭
に
際
し
て
之
れ
を
學
ぶ
の

S

む 

な
き
，に

：

中；る
ま
で
は
全
然
彼
れ
等
に
収
ウ
て
未
知
な
る
も
の
で
あ
ジ
た
。
希
職
人
は
ス

H 

n 

シ

ァ
の
ー

1

機
列
船

.(

a

i

l
拉
丁
の

b
i
r
e
m
i
s
)

に
做

?

て
其
の

.三
繞
列
船

(
t
r
i
r
e
m
e
s
)

を
改

.,
Hし、力
 

ル
タ
コ
ノ
は
希
職
を

®

型
，と

し

て

款

の

五

権

列

船

(pentereis, 

q
u
i
n
q
u
e
r
e
m
e
s
)

を
改

.は

し

.
而 

し
ヤ
跡

.場
メ
は
此
の
型
を
，繁
し
た
の
で
あ
る
。

進
渉
；せ
る
科
學
的
形
態
，ぐ
於
て
力
ル
ク
ゴ
ょ 

h
v
- 

f 

に
，；g

来
せ

V

る
？律
ニ
：
®
,技
術
は
農
業
の
其
れ
ル
あ
つ
た
。
希
職
人
及
び
羅
馬

A

s
の
初 

め
に
於
て
は

H

宛
も
自
己
の
家
族
の
所
要
を
滿
足
す
る
を
以
て
目
的
と
す
る
鄉
绅
の
態
•を 

以
て

.n\

の
，S

産
を
經
營
し
力
の
で
あ
る
。
然
る
に
タ

V

ク

ゴ
人
は
有
利
が
る
職
業
ご
し
て
農 

，紫
に
從
事
し
力
の
で
あ
る
。

斯

‘
/、
の
如

S

方
法
は
羅
じ
於
て
採
用
せ
ら
れ
た
。
力
ン
パ
ン 

ャ

(

o
p
s
p
p
s
s 

a
l

R
o
m
a

 

.地
中
泥
、

,
0

サ
ビ
ン
及
び
ア

X 

\

ン
ご
の

間

！
^
存
す
る
羅
海
を
圓
れ
る

.

1

人

.キ
|;̂ぼ

が
け
る

大
農
場

.(l
a
t
i
f
u
n
d
s

は

力

ル
ク
ゴ
顺

役
の
間
に

於
て

.更
ら
に

普
遍
的
ビ
爲 

ウ

た

：
,大
農
；場

は
カ
ル

.
>
 
ゴ

の
.★

型
に
：
做
：
へ
る

利
潤
を

目
的
ご
し
て

經
營
せ
ら
る
、

K

本

的 

地
請
で
あ
つ
た

0
0
0
 
1

0
:

.ド
ょ
ウ
て
永

‘代
使
用
に
致
さ
れ
め
る
未
：耕
作
，の
國
有
地
は
斯
く 

十
七
/ゆ

論

M
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L
L

於
け
る
社
®

ザ
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會
城
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第
*

f

職 

一国八
 

.:の

如

地

0
の
.某
成
を

.形
，
.成
..す
，
.る
も
の
で
，あウ
て
、其
の
お
者
は

.購
，入
ぜ
し
く
は

.服
制
.的
揽 

な
に
ょ
ウ
：

T

隣
ほ
の
地
渡
を
収
得
し
て
之
れ
を
擴
張
し
た
。
集
中
的
農
業
最
古
の
痕
跡
は
奴 

:

對
し
て

J

 

®

の.制
仓
を
以
て
自
ぬ
勞
働
者
を
使
傭
す
可
き
こ
ビ
を
耍
求
せ
る
彼
の
紀
元 

f
S

六
十
七
年
の
法

.制
中
に
之
を
認
め
る
こ

V
J

が
出
來
る
。
&
家
ア
ピ
ユ

I

ナ
ス

(
A
P
P
I
a
-

 

ホ
大
農
場
を
以
て
徐
々
に
發
達
せ
る
害

‘惡
と
做
し
て
ゐ
る
。

(
w
e
l
l
.
G
V
.

 

H 
7 

s

o

.グ

ヌ

n 

.rGaius 

PHnius 

s
e
e
l
s
)

の
意
見
に
從
へ
ば

/
ご
は

S

太
利
匪
の

1

般
的
破
壊
を
来
さ
し

§

 

も

り

で
あ
る
。

rxatlfun-̂
ia 

perdidere 
ItaKam. I

N
a
t
u
r
a
l
i
s

 

Historfa, 

xviiL 

35. )

o 

而
し
て

 

*4̂

 

ょ
.
 

沿
被
が
病

.忠

X 
0.も
却
ウ
て
泡
臉
な
る
を
看
出
さ
乂

 

\
に
至
る
ま
で
潘
長
す
る
に
委
せ
ら
れ 

た
。

(
M
o
m
m
s
e
n
,

 

op. 

d
r I, 

s* 

4
5
7

 

,p 3

け
-39

3
.
)

後
世
に
傳
は
れ
る
極
め
て
债
少
な
る

力

\

ク 

0
の
劇
片
中
に
メ

 

I

ゴ
i
 

(
M
a
g
o
)

の
農
業

L
i

關
す
る
論
述
の
斷
篇
が
あ
る
。
此
の
戴
は 

ぐ

嘆せられれるものであり

て
、
羅
瑪
の
作
家
は
孜
々
ご
し
て
之
れ
を
模
為
す
る
に 

た
。
カ
ル
タ
ゴ
の
嚴

»

に
關
す
る
知
識
は
恰
も
羅

S
T

の
農
紫
地
方
め
狀
態
が
お
の
賞
施 

を
可
能
な
ら
し
め
た
る
の
時
に
此
處
に
到
來
し
た
の
で
あ
る
。

(
C
u
n
n
i
n
g
h
a
m
,

 

o
p
k
i
t
,
,

 p' 

150.)

0 

纖
次
の
戰
役

(

妹
，に
翦

n

力
グ
タ
ゴ
戰
役

)

は

0
貴
族
及
び
平
民
階
級
の
大
部
分
を
減

C

せ
し

た ァ § 前 U  
る パ ，ロ 三 に

然 ゴ  
め し 力 :

め
た
る
が
故

K
破
壊
の
.摩
業
は
愈
々
容
持
で
あ
り
た
リ
羅
は
斯
く
の
如
き
力
の
徘
出
か
ら 

永
く
恢
煤
す

も

ご
と
が
な
か
つ
た
。
羅
馬
は
其
の
物
質
.的
勢
力
の
頂
撒
に
於
て
布
し
た
る
の 

ゆ
#

に
其
の
精
神
的
減
じ
を
旧
始
し
た
め
で
あ

る
。.-伊
大
利

.
f
f
i

に
於
け

る
.

*

‘
海
の
勢
力
は
：
 

の.
は
然
的
利
益
の
上
に
も
亦
た
其
の
収
得
サ
る
富
の
上
に
ぁ
蒋
す
る
も
の
に
非
す
し
て
、共同 

の.
利
®
ビ

f
f
i 

S

の

一

政
f

に

依
る
も
の
：であ
つ
た
。
典
の
勢
力
は
®
だ
に
物
質
的
根
抵
の
上 

じ
建
設
せ
ら
れ
す
し
て
精
神
的
：舉
碰
の
上
レ
立
ク
も
の
で
あ
り

.
^
0

をは羅海が他人は 

を
し
て
提
く
從
屬
せ
し
む

.
る
に
.足
る
の

手

段
を
有
し
た
る
に

非
す

し

て
、維

場
が
支
配
的

組
合 

員
ご
し
て
の
彼
れ
ほ
身
の
統
维

.の

.下
に
之
れ
を
結

♦

し
て

！

國
家
を
形
成
す
る
に

&

ウ
ね
。

4
."

ダ
ー
 

の
タ
膨
服

.の
：時
代
ほ
廣
大
な
、る
：地
域
が
被
征
服
値
土
ミ
し
て
組
織
せ
ら
れ
力
み 

點
に
於
て
併
太
利
亞
に

.於
：け
る
其
の
勢
力
擴
張
の

.時
代
ご

*

異

る

。
か
太
利
亞
戰
役
に
於 

て
耿
得
せ
ら
れ
力
る
土

 

.地
は
旣
述
め
如
く
公
傲
地
に
加
へ
ら
れ
て
、其
の
市

K

に
資
出
さ
れ
た
。
 

然
る
に
ぉ
パ
人
に

i

ウ
で
取
得
せ
ら
.；れ
た
る
併
大
利

亜

の
''模

界

外
の
觸
土
即

ち
'
 

p
r

o
v

i
n

d
a

に 

於
リ
て
は
蔡
來
の
住

R

を
し
て

M

税
を
支
拂
ふ
の
狀
態
に

,0
存
せ
し

‘め
た

.
の

で

あ

る

.
。
■
 

0 
0
に 

於

て

-

t
r

i
b

u
t

u
m

ごして
知られ
たる租
瑪之れ

V」

別
個
の
性
質
を
有
す
る

も
の
で
あ
る
。

.
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n n  >.

m

稱
十
七
翁
，

n
セ六

'o)
：

：

論 

'說
羅
思
に
於
け
る
社

#
闘策

-

y.；

社
き
服
想 

1

K
O 

t
n
b
u
t
u
m

は
圓
ビ
戰
時
國
庫
の
力
の
み

‘

以
て
不
十
分
な
る
の
時
殊
に
國
家

.が

’初
め
て
ぬ
、士
プ 

I給
金
の
支
抓
を
引
受
ぐ
；ふ
；

U
:

至
ク
た
る
^

元

前S

百

0

六

年

以
後
千
分
の

一

乃
至
三
の
劍
合 

K

於V

 

res 

m
a
n
d
p
i

 

對
し
市

.民
よ

.6
徵
牧
せ
る
も
の
で
あ
ウ
た
。
其
の
⑩
役
が
终
ら

t 

5 

昧
斯
く
め

☆ 

§
余
額
ぱ

q
タ
付

 ̂

I 
く
は
戰
利
口
印
よ
り
償
還
せ
ら
る
、
の
廣
で
あ
ク
マ
。

じ
.元 

前

：

白
六
十
七

#

し
於
け
：る

：
マ
ヶ
♦ト
ユ
ァ
征
服
の
後
至
り
て
領
土
よ
り
の
此

\

は
著
し
ぐ

’V

 

ビ

移
れ
る
ヵ
爲
め

‘に
‘市
民
は
法
傳
上
之
れ

よ

-

^

免

除
せ

ら

•る

、
こ

と

は

な

か
り

,
2パ

最
早

t 

.の

.支
柳

に

：

服
ず
る
こ
ご
な

き

に

至
つ
た
。

貫

税

支

拂

の
義
務
を
課
し
、
總

督

k
よ

ク

て

支
配
せ 

し
ひ
る
は
征
服
せ
る
倾
土
に
對
す
る
東
弗
流
の
方
法
で
め
ウ
た

。
'
 

丽
し

て

羅

は

ね

來

ヵ 

ル
タ
ゴ
苦
し
く
ほ
ヤ
ヶ
ド

f

 X

 

>
に
.
®
し
た
る

土

地

よ

な

し

て
旣
に
是

れ

等

の
地

方

に

行

は
 

れ
た
る

K

税
徵
收
の
，方
法
を
傳
欧
，せ
る
に
過
ぎ
な
か
り
た
。

冊
に
服
；
人
の
取
立
て
た
る

M 

桃
は
彼
れ
等
の
取
つ
て
代
れ
る
支
配
者
の
婴
求
：

に

比
し
，
て

決
し

て

资
重
な
る
も
の

で

は
な

か

 

.つ
セ
。

然
し
な
が
ら
そ
は
併

±
:
利

®

の
.人
民
が
之

h
に

服
す
る
こ
ご

を

.

强
制
せ
ら

る
、

.
.
；

ご
 

の
な

力
ウ

.た
織
厕
の
永

S

的
標
瞪

で
あ
つ
た

-

(
C
u
n
n
i
n
g
h
a
m
,

 

op. 
dt,, 

p. 

i6! 

v
-
o

此
の
戰
役
は
國
象
に
動
し

y

貸
付
を
：行
ひ
、法
外
な
る
偵
格
を
以
.て
船
舶
糧
食

'及
び
軍
霞
品 

め
供
給
を
行
へ

る
資

.本

的
商
人
及
び
商
事
會
社
の
發
達
を
助
け
た
。
彼
れ
等
は
國
有
地
及
び 

被
征
服
諸
邦
に
於
け
る
鎭
挑
を
借
入
れ
、瓶
稅
；
徵
收
し
ズ
廣
場
に
奴
織
を
供
給

し

た
。

B
e
e
r

 

は
羅

iit

の
資
本
を
以
て
其
の
戰
揚

0

紫
狗

(
h
y
s
a
)

に
類
す
る
も
の
で
あ
る
ご
稱
し
て
ゐ
る
。
 

そ
は
羅
得
軍
の
獲
物
‘を

貪

食

ひ
、征
服
せ
ら
れ

た
る

諸

郁

を

摊

取

す
る
。

(OP,. d
t
,

 

p. 

1
3
7
.)。 

.，元

'老
院
議
員
級
の
，，貴
族
：圓

®

も
企
業

.を

，
行

ふ

，
に
.至
ク
た
。，
彼
れ
等
は
其
の
所
®
‘
の
收
猛
を
船 

输
す

る
に
制
眼
せ
ら
れ
"投
機

に
您

加
す
る
を

姑.
げ
ら
れ
た
。

而
も

事

賞
：
上
.彼
れ
等
は
容
易

R 

.
® 
土
を
檢
取
す
る
大
資
本
的
組
合
に

‘愈
加
す
る
の

‘機

會
を
看
出
す
こ
ビ
が
出

來

た。

公
務
請
負
人

(
P
&
1

ド
s

o
は
資
本
家
中
の
最
も
顯
著
な
る

も

の
で
あ
ク
た
。

p
u
b
l
i
c
a
n
i

は
國 

家
の
凡
ゆ
る
部
局
の
事
業
：を
：請
資
ふ
者
に

.對
し
て
與
へ
ら
れ
た
る
名
稱
で
め
る
。
王
政
時
代 

の：公
事
業
は
政
治
的
强
制
の
下
に
遂
行

.せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
，共
和
政
時
代
の
初
期
に
於
て 

公
称
請
資
人
は
顯
著
な
る
地
位
を
お
む
る
に
至
り
、紀
元
前
第
ニ
、三
世
紀
に
於
て
は
到
る
處
に 

勢

力

を

振

ふ

こ

と

爲

ウ

(Polybius, 

vl. 

J7,)。

租
税

(vectlgalia)

の
徵
.收
は
弗
給
史
員
に

ょ

.つ
て
行
は
れ
す

.
し
て
、一{ル
の
額
を
支
拂
ウ
て
一
定
網
間
典
の
取
立
を
請
魚
へ
る
も
の
に
ょ 

，

.，第十

-
餘̂

U

七六

C 

.

.論.T

ト
飢

•羅
に
於
け
る
；

g

會M

爭
維
會
思
想
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第
十
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1

玉
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S
S
H
B 

-
.
-

I

雜

十

セ

後
0
1

ま
ハ
ニ
：

)

.

：..
論

棘

驚

し

於

：け

る

社

霞
f

 

.妹
會
思
想
 

银

十

雑
.

5
,

力
て
行

;ゆ
れ
る
。

W

れ
.等
徵
税
請
負
人
は
騎
士
階
棘

K
:屬
.す
る
。

元
老
院

.竊

W

は

M 
く
の
如 

5 

^
o
. 

,
® 

± 

s

 

a 

^

货
幣
，を
以
て
ず
る
ご
穀
物
を
以
て
す 

る

W

を

^
.
.は
す
彼
れ
等
の
化
業
じ
對
す
る
有
利
な
る
界
域
で
あ
つ
た
。
貫
桃
の
徵
收

K

際
し 

'

てっ
®
:
:束
人

」

の
名
を
し
て
叙
約
全
に
於
げ
る

S
S

名
の
標
語
た
ら
し
め
た
る
暴
利
の
機
會
が
あ 

ひ

其
の
徵
收
せ
る
貨
他
教
し
ぐ
は
牧
翁
を
羅
渴
に
.囘
送
す
る
に
際
じ
て
亦
た
有
利
な
る
投
巡 

會
が
あ
ウ
；た

0 

.諸

® 
土
に
於
け
る
諸
般
の
租
桃
は
，.賺
察
宮
に
ょ
ゥ
て
奈
體
と
し
て
贷
出 

さ
れ

‘ザ
る
が
故
に

/
彼
れ
等
は

5

ぼ
の
：細
合
組
織
を
行
ひ

(societates 

p
u
b
l
i
c
a
n
o
r
u
m
y

其
の
合 

f
t (

s

g

v
は
彼
れ
等
の
投
下
せ
る
資
本

R

比
例

.せ
る

.報
酬
を
愛
け
た
。
其
の
中
の
成
る
者
は 

富
者

‘：©

合
名
會
社
で
あ
ら
、成

る

者

は

.
p
a
a
d
p
e
s

に
ょ
ゥ
て
株
主
の
爲
め
に
雜
營
せ
ら
る
、
株 

式
會

®

で
め
つ
た
。

(
A
.

 

D
e
l
o
i
,
.

 

L
e
s

 

i

f

i
 d 
に r

g
s
t

 

d 

R
o
m
e
,

 

6tude 

historique, 

2. 

6d., 

I
S
9
。 

p, 

1ッ
.

)

株

の

數

：は
多
か
ゥ
た
。

.
資
本
主

.は
直
接
に
之
れ
を
購
入
ず
る
か
、

®

し
く
は

k

の
 

利
子
を
企
業
の
成
劝
に
依
ら
し
め
て
愈
社
の
株
主
に
對
し
て
貸
#
を
行
ふ

こ

と
が
出
，来

ミ
 

株
主
の
責
任
は

W

服
で
あ
つ
た
。

彼
れ
等
は
時
々
其
の
持
株
を
賣
拂
ふ
こ
ビ
が
出
来
：た
。

其 

の
偵
格
は
市
場
の
動
搖
に
從

0

て
高
低
し
た
。

1

般
的
管
理
は
年
々
其

.の
戦
を
退

き
、ホ

の

^

徽
は
年
々
，檢森
せ
ら
：る

.
V羅
勝
に
於
け

.る：：®
-

央
取
娜
役

(miglster 

s
o
c
i
e
t
l
)
.

じ
委
せ
ら

i

た
。
 

彼
れ
は
其
の
卞
に
細
務
を
管
掌
す
る
多
敷
の
部
記
を
有
し
て
居
つ
た
。
收
入
を
毁
す
可
き 

® 
土
に
は
其
の
代
理
入

.(pro 

m
4
s
t
e
o
:

と

®

記

ビ

が

居
つ
た
。
領
土

k

首
都
と
の
問
に
ル
？糊 

な
る
通
信
來
せ
し
む
る
が
爲
め
に
常
の
飛
脚

(tabellarii)

闇
が
あ
ゥ
た
。

愈
社
の
.法
お 

上
の
首
長
は

m
a
n
c
e
p
s
,

と
'軸
せ
ら
る

、

j

員
で

.ゐ
つ
で

"彼
れ
は
公
資
に
於
て
入
札
を
行
ひ
、弊
雄 

官

；ビ

熏

約

を

蹄

：結

し

、
其
一
の
■

仲
を
履
ず
る
が
爲
め
に
必
要
な
る
保
瞭
を
提
供
し
、き
祉
の
樊 

約
に
對
し
て
政
麻
に
貴
任
を
帶
ぶ

る

，

も

9
ャ
あ
を
。
領
土
に
於
て

.は
前
榻
の

p
r
o

 

m
a
g
i
s
t
e
r

の
 

，下

‘に

賞
.際
：の
收
桃
人
；

る

人

が

在

&

じ
て
居
ゥ
た
。
彼
れ
等
は
多
く
極

i

て
，

 

伸
き
階
級
に
顧
す
る
も
の
で
あ

C
N

た
。

t
猶
太
人
の
問
に
特
に
不
評
な
り
し

「

桃

是

n

で 

あ

つ

て

に

於

け

る

騎
士
階
級
で
は
，

な
か
ウ
た
。

.

.

倚
社
の

#

續
期
間
は
！
ラ
ス

.
ト
ラ
ム
即
ち

J

の
膝
察
宵
職
ざ
他
の

B

察
货
職
ご
の
間
の
期 

旧
で
あ
つ
た
政
ね
代
に
於
て
は
常
に
五
ヶ
年
で
め
つ
て
、そ
は

三
.：：：：

十
五
日
に
始
.

ラ
ス 

ト

ラ
ム

の

終
に
於

て

終
止
す

る
.
か

S
?

し
く
は
組
織
を
新
た
に
し
た
。
請
負
へ
る
机
税
の
稀
類 

に
ょ
っ
て

p
u
b
h
c
a
m

は
糊
々
な
る
名
稱
に
ょ

0

て
呼

.ぱ
れ
る
。
最
高
の
階
級

d
e
c
u
m
a
n
i

は

0 

.
か十

"

P

ぐ，
二

丄

■
 

& 

5̂
=
?1-1於けみ碰

^
2̂
带
*
>

」

社會思
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m

猶
十
七
卷

(
一

七大叫
)

：
：

論

眺

羅

瑪

に

於

け

る
#

湖̂
#V

社

會

思

想

i

か

十

號

一

五
四 

占

有

者

よ
h
ノ
取
得
せ
ら
：，れ
た
る
濃
地
の
牧
益
の
.十

分

の

y

即
ち

d
e
c
u
m
a

の
請
資
人
で
あ
る
。
 

p
e
c
u
a
r
H

若
し
く
 

.は

s
c
r
i
p
t
u
a
H
i

は
國
有
牧
場
の
使
用
に
對
し
て
徵
す
る
租
桃

s
c
r
i
p
t
u
r
a

の
請
負

.
 

人
で
あ
る
。

c
o
n
d
u
c
t
o
r
e
s
p
o
r
t
o
r
i
o
r
u
m

は
輸
出
入
掷
其
の
外
即
ち

p
o
r
t
o
r
i
a

の
請
負
人
で
あ
ウ
，た。
 

彼
れ
等
；は
最
大
可
能
び
.る
利
得
を
擧
ぐ
る
が
爲
め
に
値
土
の
人
民
に
劇
し
て
最
も
踐
忍
な
る 

脈
迫
を
加
ベ
た
。
：領
土
民
，の
有
し
：：力

る

1

棚
の
救
濟
の
望
は
總
督
に
懸
ウ
て
思
つ
た
。
本
來 

總
督
は
請
負
人
す
：納
税
者
ご
の
間
に
介
入
し
て
黄
酷
な
る
徵
收
宵
を
戒
め
"潘
納
ま
を
促
ず
可 

き
も
の
で
：ゐ
ウ
た
。
而
も
事
實
上
彼
れ
等
は
ず
力
な
る
組
合
を
恐
れ
て
後
者
を
援
助
し
得
る 

こ
と
が
稀
れ
で
、あ
ウ

-5̂
。

(Cicero, 

.a
d

 

Famlliares, 

XIII, 

ix. 

2
.
)

ジ
グ
ィ

K

ス
は

H；J 
く

S

资
\
の 

入
り
込
め
る
所
じ
於
て
は
何
人
に
働
し
て
も
正
義
若
し
ぐ
は
自
由
は
存
し
な
い

」
V」
？

シ
、リ
ア
に
於
て
は
じ

H

サ
ン
主

(
H
i
e
r
s
)

に
よ
り
て
制
足
せ
ら
れ
、羅
海
人
に
よ
ウ
て
確 

認

せ

ら

れ
た

る

L
e
x

 

Hieronica

に
よ

つ

て
租
税
講
負
は
厳
密
な
る
制
限
を

受

け

て
居
ウ
た

0

ゲ
.
 

H

グ

I

ズ
は
法
を
犯

し
て

シ
、
タ
ア
徵
桃
組
合

0

株
式
を
所
有
し
，母
れ
等
の
法
规
を
無
親 

L 
/

る
も
略

♦

彼
れ

Q
.

時
に
於
て
此
め
が
を
調
查
せ
る
元
老
院
の
委
貴
は
是
れ
等
の
法
得 

を

以

て

最

善

可

能

の

，
も

の

t

確
認
し
れ
。

：

シ
ジ
ア
に
於
て
は
請
負
人
の
收
欽
は
確
定
的

a

枕

文
挪
の

.
制
度
に
よ
ジ
て
抑
制
せ

‘ら
れ
れ
。

然

も

サ

グ

デ

ィ

ュ
ァ

.希
職

及

び
特
に
富
裕
な

る 

細
亜
の
詣
觸
土

 *

し
於
.て
彼
れ
等
は
十
分
に
其
の
牙
を
振
ふ

こ
ご

が
出
跟

た
。

.

紀
元

.前
商
八
十
：

H
:
.

年
，元
老
院

S

察
官
，の
判
：足
せ
る
徵
桃
請
資
契
約
を
落
札
者
に
對
し
て 

不
の
も
の
ご
做
し
て
収
消
さ
ん
し
た

"
.恐
ら
ぐ
元
老
院
議
員
中
に
，は
其
の
利
潤
を
お
ぉ 

.
す

る

間

接

の

株

主

：
が

，存

，
在

，サ

.

る
に
由
る
も
の

.で
-
あ
ら
ぅ
、。
西
班
牙
並
び
に
希
職
人
及
び
ブ

H 

5!

シ
ァ
人
め
部
れ
.た
る

總

ベ
て
の
國
々
の
鎭
惋
も

V

亦
た
.漸

次

羅

國

の

所

有

に

歸

す

る 

,
に
至
つ
た
。
是
れ
等
の

#

恍
並
び
に
各
糊
の
石
坑
は

plablioanr

に
よ
づ
て
採
掘
せ
ら
れ
な

。

 ̂

用
大
道
路
、港
灣
若
し

 

< 
ぱ

，：
麟

堂

言

nike, 

basilica:

聽
誤
所
又
は
公
氣
所
等
に
明
ひ
ら
れ
た
る
疫 

方
形
の
公
建
築
物

)

め
憩
設
も
亦
た
同

一

方
法
に
よ
ウ
て
行
は
れ
な
。
ジ
ユ

J

クタナスの湖
 

(
L
U
C
U
S

 

L
u
c
n
i
)

 

K 

t
t
鹏
を
採
る
の
權
利
も
一
組
合
の
占
む
る
所
で
あ
ら
た
。

f
f

坑
は
極

<
\

て
 

^
.
V
A
i 

6
,

獨
占
た
り
し
も
の
で
も

/ン
て
、其
の
始
初
を

.紀
元
前

.五
百

0

八
年
に

.勉
る
こ
ご
が
，出 

ホ

.ー
タ

：。
：

難

，
馬

市

民

の

；
ー

沫

部

：

分
：；

ボ

 ̂

の

株

主

と

爲

b

、
公

所

及

び

其

の

®

堂

は

桃

式

f
e 

引

所

ビ

化

す

る

に

至

c
v
^
^
o
;

國
内
じ
於
け
る
最
も
有
な
る
人
キ
は
.
直
後
し
く
は
間
後
の 

投
機
；業
者
ビ
游
ウ
た
。
辦
愿
の
貴
人
は
其
の

-銀
行
家
の
床
店
よ
り
數
步
に
し
て
元
考
院
に
：達 

,

,第
十
七
餘
ニ
七

六
！？0.. 

-0 

，耽

.羅馬

P
於
け
る
社
會
關
爭
と
社
會
思
想

 

稱
ト
库 

1

モ
冗



祭
七
释
ニ
七
六

S

蘇
：
：
#
.
,赚
.得LL

於
け
る
社
會
翦

W

社
S

網 

t

ル
十
攀
 

j 

5
>
.

す
る
と

V

が
邸
來
ね
。

/

件
處
に
彼
れ
银
は

•嚴
肅
な
る
元
老
院
議

f
l
ご
し
て
西

.斑
牙
を
し

く

は 

ジ
タ
デ
に
向
へ
る
取
隊
ょ
，：

0

て
禅
施
せ
ら
る

V

命
令
を
傳
へ

‘，た

.の
で
あ
る
。

-
:

部
負
：人

.に

ょ

ウ

，
て

：
政

府

，
，
の

..請

烏

，
事

紫'ご
し
て
行
：は
れ
た
る
作
寒
の
外
に
、

K

金
業
者
の
私
的 

企
紫
の
儉
地
が

'大

.で
あ
り
た
。
彼
れ
等
は

n
e
g
o
t
i
a
t
o
r
e
s

ご
呼
ば
：れ
力
る

 

一
®

の

谐

に

：

翻
す 

る
。
.
後
勘
共
和
政
時

.代
の
な
名
な
る
金
融

i

者

.パ
プ
ブ
ア
ス

.
シ
-グ
イ
ケ
ス

(
P
&
I
U
S

 

sittius)

は 

レ..タ
 

一
 5 

ア
、の
王

...
t 

.
^
.
を
；お

-.

S；?.:

け

，
.：.
.
た

 
0 

.

.

..
フル.タ

 

t
v
(
M
a
r
c
u
s

 

Junius 

B
r
u
t
u
s
).

は
不
幸
な
る
力 

ツ
バ
ド
シ
ア
の
ア
タ
ォ

.X 

:ゼ

I
. it 

I
ズ
兰
世

(Ariobazalles 

I
n
.
)

に
對
し
て
資
す
を
？

 

0 

2
0 

彼
れ
は

S
c
a
p
t
i
u
s

及
，び

.，.

M
a
n
t
l
n
i
u
s

な
る
，二
人

b

友
入
を
奄
し
、彼
れ
等
を
し
て
自
己
め
代
理
人
と
し 

て

S

動
せ
レ
め
た
。
推
り
ズ
ル
ク
ス
の

.み
な
ら
ず
、力シ
ア
ス

(
C
a
s
s
i
u
s
)

ア
ン
ト

f
ア
ス

(
M
a
r
c
u
s

 

A
n
t
o
n
p
)

ス-
ラ及び大ポン

‘
ペイアス

.
す
ら
法
外
の
利
率
を
以
て

®

湖
の
货
付
を
行
ふ
金

K

ご
 

ぐ

h
-
.
r
a别 <

 

分
乃
至
七
劇
の
利
子
を
天
引

.

T
,

し
て

*

♦

る
所
が
な
か
ウ
な
の

P

あ
る

、'
 
グ
ユ

- 

ル
ジ
ー
ズ
は
シ
、

.タ
ア

.を

.個
觸
せ
，し

.む
，る
に
成
功

I
.、羅
お
史
家
：サ
ラ

.
ス
チ

K

 

メ 

(caiusSallus

‘ 

-tig 

c
r
i
s
p
u
s
)

は

1! 

f

シ
-デ
ィ
ア
の
總
督
時
化
に
於
け
る

0
掠
の
結
架
に
ょ

.ク
て
、
®

神
丘

」
(
m
o
d
s

 

Q
u
i
r
i
l
s
}
^

に
希

-代
の
樂
圓
を
：肆

.欺

.レ
た

-
:
シ
ジ
シ
ア

Q

總
，
.督
で

♦

つ
た
キ
ケ

.
り
は

.叫

.
f
を

j

.割
二
分
に
低
减
し

i

滞
恭
し
く
は

#

:

換
の
場
合
手
數
料
を
徵
し
た
る
が
爲
め
に
此
の
地
’方
 

ゆ
M

人
な

&

と

0

信
し
た
。

、バ"

.：

て

-
-
十
六
：

家
，：最

高

の

官

史

ぱ

收

し

：：

得

ら

る 
>
も
：
のV

爲
り
、ぼ
六
十
年
以
後
に

於

て

は
元
老
院
す 

ら
贿
は
る
、
を
得
る
も
の
と
惟
せ
ら
る
、
に

}H

ウ
た
。
第

一

一
力
ル
タ
ゴ
戦
役
は
羅
媒
の
兵 

士
に
對
す
る
等
し
く
其
の
富
者
に
厨
し
て

も

.

亦
た
彼
れ
等
の
愛
國
心
を
承
す
の
機
會
を
與 

ベ
た
。
管

C
V

て
政
，府
が
極
度
の

W

政
困
難
に
陷
ル

.
☆
る
胳
、羅
^
の
貨
艘
階
級
は
政
麻
が
償
還 

す
可
き
货
彼
を
有

レが
：：

る
の

：

時
に
之
れ
を
償

M

す
可
き
單
な
る
剪
約
以
外
に
何
等
の
保
識
な
，

 

く
し
て
空
虚
ギ
爲
れ
る
國
服
を
壤
充
す
る
が
爲
め
に
進
ん
で
耳
額
の
貸
付
を
行
ウ
お
の
で
あ 

る
。
.
而
し
て
，他
め
饼
社
又
た
中

 
<

せ
ら
れ
た
る
公
事
業
を
引
受
け
、破
淹
せ
る
，國
家
，に
向
ク 

て
報
愤
を

®

爭
終
，了
後
に
期
待
可
き
こ

-
K
Wを

言

明
し
た
。
然
る
じ
力
ル
タ
ゴ
ょ
ゥ
檢
収
せ 

る
K,

額

の

償

金

，が

羅

IJir.

の
國
雄
じ
流
入
レ
始
め
た
る
時
ょ
と
羅
ボ
共
政
國
は
始
ん
ど
货
將
を 

缺
く
こ
と
な
き
：

.
！̂;
あ
ウ
タ

"

公
務
殊
に
被
征
船
國
王
を
劫
掠
し
、被
征
服

.
都
市
を
掠
奪
し
、®
懷 

し
ジ
、
あ
る
亞
細
亞
人
避
し
く
ほ

S
-

憐
な
る
希
職
人
を
强
摊
す
る
を
得
た
る
國
外
の
動
称

a 

.

.
:

m

十
セ
释

U
,

七六七，

)

..
硫
，御
羅
馬
じ
於
け
る
；

y

食翻爭

W

社き思想
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g
g
H

雜
十
七
盤
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1
七カ八

> 

論

跳

，
服*思

1-L

於ける能會獸

V

社
管
激
 

第

十

就

-

厳
早
何
の
資
徽
を
將

® 

t
p
r
o
p
s
t
o
r

 

.即
ち
前
奉
行
に
し
て
觸

±

の
總
督
と
し
て
/國
外
に
派 

遣
せ
ら
ル
た
る
も
の

)

ド
課
す
る
も
の
に
非
ざ
る
の
み
な
ら

t

其
の
就
任
の
際
よ
ら
も
富
裕
の 

稍
度
を
增
加
す
る

..こ

f

し
て
此
の
名
春
職
を
退
け
る
者
は
極
め
て
稀
れ
で
あ
つ
た
。
初 

め
て

0
蹄
の

S
史
{ィ
ス
ジ
ア

(
S
y
r
i
a
)

事
務
官

)

が
外
國

.君
主
よ
ゥ
收
賄
せ
る
事
仲
の
®
ウ
力
の 

’ぃ
ポ
元
前

H

七
十

J

ギ
の
こ
ご
で
あ
つ
：た
が
、爾
後
斯
ズ
の
如
き

W

#

は
絕
文
す
倏
生
し
て
，終 

にHT 

.
M上
»

ボ
を
支
配

.し
つ
、
あ

4

し
者
の
大
部
分
に
敦
し
て
贈
賄
せ
る
紀
元
前
西
十

j 

，の
二
ん

I

ミ，デ
ィ
ア
王
ジ
ず

r

r a
f

h
a

)

め
事
件
を
見
る
に
至

0

た
。
彼
れ
は
羅
馬
を
去
る 

I 
‘に
ん
で
後
方
を

W

み
て
日
ぐ

【

和
市
は
賣
物
で
あ
ゥ
、そ
は
買
手
を
看
出
す
や
否
や
朽
廣
す
可 

き
速
命
の
も
の
で

め

る
，

」
(
u
r
b
e
m

 

y
s
a
l
e
m
,

 
et 

m
a
t
u
r
e

 

p
e
r
i
t
u
i

 

si 

I

f

 

m

 

i
n

v
s

e
r

f

 

o 

p

 

Epit.

. 64.) ®

化
元
前
四
百
！二
十
ニ

 

め
平
民
會
講
の
決
議
に
よ
つ
て
公
所
の
周
周
を
徘
徊
し
て
变
易
の 

め
に
ル
れ
る
農
民
し
お
の
投
票
を
懇

S
i

する候袖者

は
注

意を

渡
く

が爲

め
に

顯着
 

な

：’る
白
衣
を
着
ず
，る
こ
ご
を
禁

せ
ら
れ
、

次

S

で

同

ニ! 

0
五

十

八

年

に

ほ

L
e
x

 

p

a

l
に

よ

CN 

イ

料
に

‘人民の

群
集
：す
る

.
市ぉ

k

徘
徊

す

る

乙

を
禁
，
^
ら
れ
、同

百

八

十

j

年
に
は
不
法
，の

述

動

，
を

，
行

へ
S 

0

職

：あ

，：る

着

は

十

ヶ

，
年

間

候

.
邮
潜
ぬ
る
の
資
格
な
き
も
の

^

宣
言
せ
ら
れ
た

'

=  

(
L
e
x

 

Cornelia B
a
e
b
i
a
.
)

次
い
で
百
五
.十
九
年
の

 

L
e
x

 

Cornelia 

Flavian 

十
九
部
の
 

L
e
x

 

M
a
r
i
a

並
.び
に

L
e
x

 

F
a
b
i
a

が
發
せ
ら
れ
た
。

即

ち
：不
正
選
擧
速
勸

(
A
m
b
i
t
a
s
)

が

If 

く
ょ

.

=
v

存
狂
レ
て 

居

C
\

た

i

す
は
是
れ
等

lex 

ĉ
e 

a
m
b
l
t
u

の
存
在
に
ょ
つ
て
明
か
で
あ
る
が
.共
和
政
の
末
ギ
じ
至 

つ
て

，.特
に
甚
し

&

も
の
ビ
爲
ウ
た
-
.
是
に
於
て
乎
紀
充
前
六
十
七
年

の
.L

e
x

 

A
d
l
i
a

 

Calpurnia 

は

®

擧
の
题
應
を
以
て
观
罰
せ
ら
る
可
き
も
の
を
做

k

ギ
ヶ

.
«
が
執
政
宵
た

b

し
同
六
十
三 

年
の

L
e
x

 

T
u
l
l
i
a

は
之
れ
を
犯
す

.者
は
十
ヶ
年
の
流
刑
に
處
せ
ら
る
可

&

こ
ご
を
命
じ
、立
候
補 

前

！ 
一
 

V

お
間
は
總
ぺ

.

.
て

の
.

公

：
韓
技
を
開
催
し
若
し
、、は
彼
れ
等
が
投
暴
を
求
め
て
巡
同
を
行 

ふ
に
際
し
て
彼
れ
难
に
附

添
：ふ
者
を
歷
入
る
、

ご
を
候
補
者
に
禁
じ
た
。
次
い
で
同
五
十 

五

年

の

L
e
x

 

L
i
c
i
n
i
a

は
選
舉
人
の
組
，合
を

.禁
ま
し
、選
擧
法
進
犯
蕃
を
截
制
す
る
特
殊
の
方
法 

を
設
け
れ
。
蓋
し

W
.門
の
政
治
的
周
旋
人

(interpretes)

は
維
，化
の
糊
族
を
更
ら
に
小
に
し
て 

更
ら

R

繰
縦
し
易
さ
部
分
に
指
定
し
、

S

擧
人
を
俱
樂
部
及
び
圓
體
に
徘
列
し
、各
部
分
の
投
票 

に

0
しV

之
れ
ざ
示
談
を
行
ひ
、選

I擧
會
議
に
腹
心
を
入
り
込
ま
し
め
、選
擧
の
遂
行
に
際
し
て 

相
遂
な

く

約
定

の

報
酬
の
柳
ひ
渡
し
を
行
へ
る
も

' 
の
で
あ
ら
ぅ
。
紀
元
前
五
十
ニ
年
の

L
e
x

银
十
七®
 

(
1

七
六九

)
；：： J

:

論
バ 

ー

7

飢

，
羅
思
に
於
け
る
能
會
脚
爭
ぱ
就
會
思
想

 

第
十
號 

1

五
九
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ぐ
.



都
十
七
盤

(

，一
七
セ
0

〕

説
：

就
羅
あ
に
於
け
る
社
#
關
爭
會
思
想

 

ポ
十
" ̂

H
、
o

P
o
m
p
e
k

は
政
治

的
：.

結
社
を

禁

止

し

、
更
ー
.ら
に
刑
罰
を
重
ぐ
し
た
。

楚
れ
ょ

，

e
v

し
て

魏

許

な

..ら 

す
t

て
‘シ
I

ザ
I

の
時
代
が
來
れ
。

彼
れ
は
後

世

の

の

ir 

R
o
b
e
r
t

 

W
a
l
p
o
l
e

と
等
し
ぐ

rs| 

く
て 

の
人
が
：其
の
價
格
を
ぜ
す
る

：

こ
と
を
.知

ウ

て
居
ウ
た
/

選
舉
は
單
に
彼
れ
及
び
後

に
至

0

 

C 

.
は

H

孰
：政
職

(Hresviri, 
T
r
i
u
m
v
i
r
i
)

の
一
人
の
意
志
の

記

f
 

5

た
0 

*
が
て
十

A

ギ
の
ォ
ー 

ガ.A
A

ス
の

L
e
x

 

J
u
l
i
a

は
僻

神
者
が
法
律
を
遵
奉

す

る
の
保
瞪

と
し
て
千
蔣
セ
ス
タ

I 

ィ

;
r
.ス
；を
其
の

.運
動
開

姑

以
前
に
供

能
す

可
き

こ
ご
を
規
览
し
た

。

(
W
i
l
l
i
a
m

 

Stearns, Davis, 

T
h
e

 

Infii;ence 

of W
S
I
t
b

 

in 

Imperial 

R
o

日e
/
I
9
IO, 

pp. 

1
3
. 

1
4
.)。

糸

H

前

六

十

！
年

ク

ロ

，
デ

ィ

ア

ス

(Claudius)

が

神

物

缴

濱

の

罪

間

は
れ
た

る

萬

人
 

遮
ぐ
彼
れ
，の
罪
跡
を
知
悉
せ
，る

：

に
狗
ら
す
五
十
六
人
中

H

十

！
人

の

！：官
が
彼
れ
を
以
て
無 

罪
な

"
"ご
儉
せ
：る
が
如
き
は
黄
金
の
光
が
羅
瑪
の
法
官
を
膝
惑
せ
し
め
た
る
，著
例
ご
し
て
擧 

ぐ
可

き
も

め
で

あ
る
。

破
廉
恥
な
る

H

ジ
ズ
ト

王
プ

ト

レ

メ

，ソス

.，ォ

I 

?
チ

I

ス

(ptolemae- 

US 

A
U
I
e
t
e
s
)

は
紀
元
前
五
十
八
ハ
牛
に
元
老
院
を
收
、し
な
。

0
.0
人
恭
し
ぐ
は
有
力
な
る

.
M
服 

の
I掠
®
を
貴
收
す
る
ょ

ゥ

も
典

 ̂
#

要
を

iM
、收
す
る
場
合
が

M

る
多
か
ウ
た
。

ffi 
S

に
言
及 

せ
タ
タ

..デ
ル
ク

I -

ス
の
ず
及
び
シ

f

>

ャ
の
飯

"
H

を

0
め
る
隙
に
ジ
ユ
カ
ラ
ス

p
u
c
i
u
s

 

n
c
b
f
g

3
i«

I
-

l
)

が
歡
心
を
賞
ふ
の
必
要
；

に

驅
ら
れ
た
ん
有
力
な
る

.護

2

>

ザノ
^
^

ス̂

(

。
|

,

3)

 

の
：：

權
妻

ズ

シ

I

シ
ブ

K
:

 

(
p

r
a

e
d

a
M

Q

如

き

：

は
；：

是

れ

で

あ

，
る

。

:

E

細

亞

の

主

®

者

等

は

生

命

及
 

S

權
力
を
維
持
ず
，る
が
爲
め
に
羅
愿
の
將
軍
及
び
其
の
：幕

僚

に

對

し

て

高

魔

な

る

贈

與

を

行
 

り
た
。

辦

く

て
猶

.太
の
君
，主

ア

グ

ス

ト

オ
プ
ユ
ラ
ス

(
A
r
i
&
b
u
l
u
s
J

は
五
商
タ
レ
：
^

^

ム
に

a
す
る 

金
の
撒
萄
樹
を
ボ
ン
ピ
ィ
ア

H 

H

!

百
タ
レ
ン
タ
ム
を
副
將

(
l

e
t

y

ダ
ビ
ア
ス

i
u

s
 

c
^

l
m

l

に

闽

百

；
タ

レ

ン

；

タ

ム

：
を
ッ
s

 

ン

> 
ノ

，

ン

な
る
盜
⑥
國
の

f
 

主

.ズ

ト

レ

ミ

ア

ス

へ

ぎ

す

i

g

」

ぎ
g

き

)

は

ポ

ン

ピ

ナ

でス
キ

ら

!

千タレンタムを以て
 

a

己
の
安
泰
を
購
ク
た
。：
ポ
ン
ピ
ィ
ア
ス
は
之
れ
を
以
て
其
の
軍
隊
に
報
ゆ
る
の
猪
で
ま 

た
：カ
ツ
パ
ド
シ
ィ
の
王
キ
ス

オ

I

ペ
ア
ぜ
.
1
 

一一 

I

ズ

(
A

ユ
l

l

 

pロ̂。
3
i

3)

は
同
じ 

ぐ
I

;

ピ
i

ス
に

I

三

i

タ
レ
ン
タ

ム
を
支
拂
ウ
々

I

は
彼
れ
が
債
務
の

利

子

ュ

：

 

達
し
な
か
ウ
た
。

/
力

V

 

4
: 

 ̂

r 

.は
又
た
シ
タ
ァ
の
，總

督

？

し
際
に
購
値
±
ょ
办
四
億
セ 

V

タ

V

ィ
ァ
ス
を

4
^

*
^

収つた最後にクラッサス

(
M
a
r
c
u
s

 

L
i
c
i
p
i
u
s
c
r
a
s
s
s

 

D
i
v
e
s
)

は

H

r

サ；レ
：：

み

s

 

I

寶
を
略
収
し
：力
ご
稱
せ
ら
？

タ 

る 

0 

(ibid, 

pp. 

15,. 

J
6
,

) 

p
v 
ン
ー

鶴
十
七
盤

a

ま

5
 

0 

f

羅屬li

於&

る
t

i

>し社
f

想
:
い

 

' 

:第

十
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M
u
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就
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i
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會思.瓶

 

雜十號
 

n

ハニ
 

:

初
め
て

.シ

...、
タ
ア

.を

.征
服
し
て
ょ
ね
羅
得
人
は
最
大
可
能
な
る
買
桃
を
收
む
る
を
目
的
ビ 

し
て
其
の

® 
土
に
臨
ん
だ
。
狗
に

® 
土
は
つ
羅
馬
民
の
所
有
地

J 

(

りraedia populi 

R
d
B
a
n
i
)

で
あ 

.其
め
人
民
は
支
挪
は
ざ
る
を
得
ざ
る
者

』
(stipendarius)

で
あ

‘ウ
た
。
羅
馬
の
將
軍
及
ぴ
總
督
は 

其
の
旗
土
の
人
民
を
摊
取
し
、國
庫
を
滿
す
の
訓
分
を
擴
張
し
て
私
腹
を
肥
す
の
用
供
せ
ざ 

る
者
は
稀
で
あ
ウ
た
。：

M

じ
紀
元
前
耳
九
十
八
年
監
察
官
ヶ

f

トl
i
M
a
r
c
u
s

 

Porcius 

P
3
d 

サ

.ル
デ
ィ

1
!

ア
に
於
け
を

1
定
の
不
正
な
る
收
欽
を
防
止
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
か
ウ
た
。
希 

職
の
ア
シ
ゾ
レ

I

シ
ア
人
及
び
ゴ

I

ル
の
セ
ノ
ー

メ
ー
,ナ
ィ
人
の
間
じ
不
平
の
盤
が
高
か
ウ 

•や

，
が

、
同W

七

十

r

年
，
®

班
-牙
i 

i 

0
使
節
は
：元
老
院
，じ

於

て

武

に

其

の

總

督

の

貧

欲

び
 

暴
慢
を
訴
へ
れ
。
同
百

K

十
九
年
に
は
領
土
の
抑
膨
を
防
止

.せ
ん
と
し
て
-而
も
殆
ん
ど
何
等 

の
效
果
な

’く
レ
て
終
れ
る
詣
法
制
中
の
最
初
の
も
の
力
る

J
L
e
x

 

c
a
l
p
u
r
a
a

が
發
布
せ
ら
れ
，た

0 

領
土
に
於
け
る
濱
職

(
r
e
p
e
t
u
n
d
a
e
)

即
ち
其
の
人
民
ょ
；

&

强

請

せ

る

高

の

、：囘

收

及

び

之

れ

にS 

,
 

す
る
刑
罰
を
想
定

.せ
る
法
制
は
是
れ
を
初
め
•ビ
し
て
約
百

ニI.

十
四
報
の

L
e
x

 J
u
n
i
a

約

f
H 
ニ

十 

ニ
年
の

L
e
x

 A
c
m
a
-
^

約
百
十

一

年
-の

グ

P 
I

シ
ア

(
G
l
a
u
c
i
a
)

の

L
e
x

 
servilia、

八
十

一
.5̂

の
ス
ラ 

の

：Le
x

 

Cornelia,

五
十
九
年
の
シ

J
ザ

I

の

L
e
x

 J
u
l
i
a

等
を
算
へ
る
こ
ビ
が
出
來
る
。
本
來

p

ぺ
督
は
一
年
を
任
期
ご
し
て
派
遣
せ

&

る

.

の
常
で
あ
ウ
た
が
、之
れ
に
對
し
て
資
：格
を
有
ず
る

‘
 

前
執
政
官
及
び
前
：奉
行
の
數
れ
ネ
な
ら
ざ
も
し
が
爲
め
に

M
.
馬

に

，
於

て

聊

か

の

連

職

を

ザ

ふ

.
 

時
は
？
^
の
任
期
を
延
長
し
得
る
の
習
ひ
で
あ

っ

た
。
斯

ぐ
て

グ
卞V

;

タ

ー
ズ
は
シ

、
ジ
ア

を
、ス
 

•
V

シ
グ
イ
ア
ス

(
F
s
t
e
i
u
s
)

は

n

1

ル
を
ク
イ
ン
タ
ス

•キ
ケ

J1
(
Q
u
i
n
t
u
s

 

T
u
n
i
s

 

Q
c
e
r
o
)

は

細

® 

を

III

ケ
年
間
支
配
し
た
。

プ

|

>

ス
^

^

^
は
シ
リ
シ
ア
を
保
有
す
，る
こ
ご

僅
か
に

J

ケ
年 

で
ぁ

a

力
力

"彼
れ
は
赚
馬
に

.

II：

ウ
て
去
ら
ん

.

J
O

欲
し
た
る
も
、容
易
に
退
去
す
る
こ

V
J

能
は

t 

レ
て
、修
に
代
官
を

®

め
な
け
れ
ぱ
な
ら
：な
か
つ
た
。
彼
れ
等
は
最
初
の
年
に
於
て

自
己
の

爲

‘
 

め
に
、第

1
1

年
に
は
彼
れ
に
其
の
職
を
得
：せ：レ

.め
力
る
黨
與
の
爲
め
じ
、第
三
年
に
彼
れ
等
に
し 

て
其
の
動
路
の
終
に
：於
て
浪
聊
の
罪
に
問
は
れ
た
る
時
は
求
刑
者
を
沈
默
せ
し
め
、判
宫
を
軟 

化
せ
し
，ひ
る
に

.
十
分

‘セ
る
利
得
を
擧
ぐ
る
こ
と
が
出
来
た
。
紀
元
前

’吗
年
よ

&

六
ギ
に

冗

つ 

T

シ
.
プ
ヤ
の
總
#

で
あ
ジ
た
グ
モ
ラ
ス

(Publius 

Q
u
i
u
s

 

V

i)

はr

貧
し
き
人

,J

し
て
富
め
る 

國

±

に

A 

富
.一
め
る
人
と
：し
て
其
の
國
土
を
貧
：困
の
狀
態
に
委
し
て

」

去
：
ク
た
。

總
督

に
.
：

て 

若
し
怯
輪
な
る
都
市
よ
.タ
の
贈
與
ビ
富
裕
な
る
訳
訟
卷
よ
さ
の
謝
線
の
み
を
以
て
足
ら
ざ
る 

ル
.は

他
：に
幾
多
の
张
壓
手
段
を
有
し

.て
居
ウ

.た
。
領
土
民
の
寶

.函
よ

.
&
货
：够
を
泥
出
せ
し
む

第
千S

 

C
1

セ
セH

,

r

論
：

說
-

羅.
き
於
け
る
社
會M

f

社
會
思
想.

：
：

•

竿

熟
.

一

§

‘ 

I



i

筋
十
七
を

(.一

セ4^

脚)
M

眺
羅
：
4
に
於
け
る
社
會
圓
爭
ミ
就
會
.思
想
 

傳十號
，

！

六

S

る

.が

腐

め

に

彼

れ

.
等

の

使
；：

用

せ

る

，
慣

用

6

手
駄
は
彼
れ
等
に
對
し
て

®

隊
.の
宿
金
を
課
す
る 

に

在

つ

'
時
に

.は

.元

.，者院

.
.
Q

掛

'殊
.の
..，.徵

譲

を

雜

か

し

，て
之
れ
.を
ん
び
ふ
こ
ご
能
は
ざ
る
旨
を 

都
市
の
特
許
狀
中
に
約
楚
す
る
場

A
ロ
も
あ

クM

が(

ピ
シ
デ
ィ
ァ
に
於
け
る

T
h
e
r
m
e
s
u
s

の
如
き

)

、
 

斯
く

’

の
如
き
特
惠
を
受
け
ぬ
を
も
の
は

多

：く 

な
か
つ
た
。：値
土
民
は
其
の
支
配
者
に
定
時 

の
：支
柳
を
行
つ
て
這
般
マ
の
網
患
を
免
る

V

の
常
で
あ

P

た
。
斯
く
の
如
き
は
シ
リ
シ
ァ
.の股 

霄
ネ
る
謝
都
邑

.の
行
へ

.る
所
セ
あ
つ
て
、キ
ヶ

"

は
キ
プ

U 

V

の
人
民
が
這
般
の
目
的
の
.ほめ 

，に：二

#

ク

ド
シ

ぐ

ム

ギ

て

を
る

事
實
を
物
語
つ
て

ゐ
：る
。
，：
キ
’
プ
口
ス
の

サ

ラ

ミ

ス
Iに

は 

總

督

の

妬

意

，わ

臓

.，ふ

：
が

爲

め

に
-is

政

，：府

が

年

'
^
,

準
：傭
せ
，る
ポ
行
基
金

」

が
存
在
し
て
思
ゥ

-た
◊
レ 

キ
ヶ

U

が
之

.れ
-を
受
く

，る

こ

と

を
據

.へ
？
^
る
.
時
"嚷
號
せ
る
市

K

は
之
れ

を

以
て
市
債
の
支

®

に
-充
て
た
仏

‘，

'
 

.:

>

理
論

上

に

於

て

は

キ

ヶ

5
1

の
.
言
の

如
ぐ

.

「

賣
手

が
自
己

の
價
格

を
，以
：
て

賣

る
こ
ビ
能
は
 

'ざ

る 

隙
に
は

脚
質
に
非
や

し
て
、
偷
盜

ビ
思

*

せ
ら

る
：
V

が

故
に
/總
督
は
其
の

領
土
に
於
て

S

を
：
 

7̂

購
入
す
る

.こ
：
t

を
，
許
，さ
れ
ざ
る
も
の
で
あ
る
。

蓋

し

總

督

.ぱ

彼

れに
し
て

j

度

び
i

人

せ 

，ふ
：；

ご
す
る
や

®

品
力
る
-ビ
否
ヒ
を
問
は

ず
、
總

ベ
て

其

の
欲
す
る
听
の
‘も
の
を
取
得
す
る
を
得

1

；

I

た

る

が

爲

め

で

あ

る
O
I
奥

西

班

牙

の

總

督

ピ

ソ(L
u
d
u
s

 

p
i
s
)

は
指
,
を
失
へ
る
敬
に
金
匠
を 

レ 

'て

〔
o
r
d
u
b
a

の
公
所
に
於
け
る
典
の
法
廷
に
來
ら
し
め
、公
衆
の
而
前
に
於
て
必
要
な
る
金 

.を
量
出
し
て
指
輪
を

.，製
造
せ
：し

.め
：た
と
傳
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
正
直
な
る
總
督
が
特
に
斯
く
の 

如
き
慎

®

な
る
注
意
の
必
趣
を
感
じ
た
る
は
當
時
に
於
け
る

一

般
の
慎
行
：を

*

語
る
も
の
で
，
 

あ
：
.る
。

キ
ヶ

U

は

羅

賜

人

中

稀

れ

に

看

る

淸

廉

潔

白

，の±

で

あ

；
つ

た

。
"
成

れ

一

は

紀

元

前

五

十
 

:；1

杳
ょ
ぅ
五
十
年
に
：：耳
る
其
の
；シ
？
，シ
ア
總
督
時
代
に
於
て
傅
給
を
愛

V.
.

る

こ

ビ

な

く

ゴ

ぬ
 

僅

：か

に

れ

の

0
費
を

#

ふ
じ
足
る
だ
け
の
：貨
徵
及
び
賞
物
を
徵
す
る

V
に
過
ぎ
な
か
ウ
々
を
想 

像
せ
ら
れ
て
ゐ
る

0 
‘：而

し
，
'
其
の

® 
土

シ

タ

シ
ア
は
他
に
比
し
て

貧

小
な
る
も
の
で
あ 

れ
僅
か
に
一
ヶ
年
間
存
在
せ
る
に
過
ぎ
な
か
う
た
。
然
も
彼
れ
は
此
の
地
ょ

b 
ニ
ぼ
十
萬 

セA

タ

I

シ
ィ
ア
ス
ホ
齋
し

た
。

シ

I

ザ
ー

を
殺
し
た
る

力

シK

ス

(caius 

Cassius 

L
o
n
g
i
n
u
s
)

 

が
紀
元
前
四
十
三
年
を
以
て
シ
ッ
シ
ア

*に
降
み
た
る
時
、彼
れ
は
其
の

都

タ

ー
サ
ス
に

☆

て

j, 

千
五
百
タ
レ
ン
ク
ム
..の
耳
觸
が

支
挪
ほ
る

〜

ま
セ
市
民
に
對
し
て
兵
士
の
招
命
を
課
し
た

0 

市
，
民

は

總

ベ

て

の

公

有
®

逢

を

賣

ら

、

g

殿
に
於
け
る
凡
ゆ
る
神
な
る
雄
具
と
貴
重
な
る
裝 

飾
ご
を
货
微
に
鋳
造

.し
ぜ
に
：長
官

^

自
由
民
：を
奴
綠
に
賣
ウ
た
。
先
づ
少
年
少
女
か
ら
始
め

,

绍

十

七

港(
一

七
セ
玉)

駒

眺

羅

於

け

る

社

會

漂

と

社

脅

照

想

 

館

千

駭

一

六
五



I

，第十
セ
卷
ニ
七セ

2

:

输

眺

■
瑪
於
け
る
社
闘
策
と
社
會
思
想
，
 

鶴

ト

擁

t

ン
、

.て
、次
い
ャ
婦
人
並
び
に
幾
許
を
も
齋
す
こ
ご
な

<3Tj

走
衰
の
男
子
に
及
び
、最
後
に
成
年
こ
至
ウ 

ね
。
彼
れ
等
の
參
數
は

0

殺
を
行
つ

/た
。

(ibid., 

P, 

22, )

c 

+ 

^
.
.
.

提
き
，戰
役
の
間
に

.
著
し
ぐ
其
：

©:
數
を
减
じ
た
る
自
作
小
農
民
は
半
ば
は

® 
土
よ
り
輸
\
せ 

ら
る
、
低
廉
な
る
穀
物
の
腐

#,

に
电
り
、半
ば
は
土
地
所
有
權
の
取
得
に
よ
ゥ
て
其
の
身
こ

® 

を
咐
け
ん
こ
と
を
欲
せ
る
成
金
に
よ
ウ
て
買
收
せ
ら
れ
た
る
結
果
ビ
し
て
次
第
，い

&

滿
し
セ
。
 

小
農
場

の
廢
墟

の
上
に
：

大
纖

場
は
形
成
せ
ら
れ
た
。
小
規
模
の
耕
作
は

奴
雜

を
使
役
せ

る
大 

ギ
撒
：の

4
^

収W

游

つ

た

，、梦
圃
ぱ
葡
萄
圓
及
ぴ
牧
揚
ビ
變
じ
た
。，
生
®
的
勞
働
は
愈
々
織

 々

奴
織
に
よ
り
て
遂
行
せ
ら
；タ
、
こ
ご
多
き
を
加
へ
た
。
食
マ
て
百
戶
乃
至
ぼ
五
十
戶
の
自
由 

農

民

を

支

持

せ

る

.
^
撒

は

結

婚

を

行

ふ

Z

ざ
な
.く

從
つ
て
又
た
子
孫
を
有
ず
る
こ
と
な
き
約 

玉
十
名
の
奴
織
に
よ
つ

•
てS

作
せ
ら
る

 
>
 
に
至
つ
た
。
地
方
及
ぴ
都
市
の
自
由
勞
働
者
は
失 

，職

の

：境

'
涯

に

陷
ク

て、
羅
得
に
吸
收
せ
ら
れ
、此

.
處
に
彼
れ
等
は
穀
物
の
公
供
給
に
依

*

す
る

浮 

浪一孝ご

し
て

生
括
し
、公
；聽
技
に
よ
つ
て

.
浮
，̂

ご

其
.の

日
を

送

ク

、
投
，票

權

を

有

す
る

家

畜

と

し. 

て
：：使

用

せ

ら

れ

お

。
，

.
ま

は

：

1
,

部

少

；數

者

の

：
手

中

X
:

集
中
せ
ら
れ
ね
。
紀
元
前
百

0
四
年
に

☆

て

！

護
民
官
は
辛
じ
て
ニ
千
人
の
富
者
が
全
國
に
存
す
る
に
過
ぎ
ざ
る
こ
ご
を
歡
じ

て
な
る

-
 

斯
く
て
强
烈
な
る
社
會
的
不
安
の
原
因
は
：作
用
し

C
V

あ
つ
た
の
で
あ
る
。

(Beer, 
op, 

d
t
,

 

P. 

1
3
8
.)。

第

1
1

世
紀
の
史
家
ク
ロ

 

I
ラ
ス

(
A
n
n
s
e
u
s

 

F
l
o
r
u
s
)

は
記
し
て
日
く

「

我
じ
ご
我
が
力
に 

ょ
っ
て
破
減
す
る
ま
で
に
大
ビ
爲
る
ょ

b

も
、寧
ろ
シ
、
ジ
ア
及
び
亜
照
利
加
を
以
て
滿
足
す 

'る
.一ヵ
ー
若
，.
し

く

は

是
.れ
等

の
地

★
:
を

，
す

ら

倾

有

せ

'
ん

ギ
ず
る
こ
と
な

 

C
- 

し

て

"
依

然伊
太
利

亜
を 

享
有
す
る
こ
と
が
羅
お
の
人
民
に
取
り
て
得
策
に
非
ざ

◊

し
や
否
や
を
疑
ふ
。
蓋
し
甚
し
き 

幸
運

以
外

の

何
物
か
克
く
斯

V
-

の
如
き

國

內

の
紛
亂
を
生
や
可
き

」

。

U 

:

{附
記

)

本
稿
は
朱
だ
完
成

.せ
る
も
の
に
非

ざ

る
も
、ニ
ヶ
月
に
冗
れ
る
本
誌
の
休
刊
は

！

先 

0
妓
に
擎
を
，御
い
て

，1 

思ら

.に
殘
稿
を
後
日
に
俟

C
V

の
已
む
な
き
に
至
ら
し
め

t
o

第
す
セ
他

(
！

七
七
セ

)

髓

0

羅
思

i
i

於
け
る
社
會
圆
爭
ぜ
耽
會
思
想
.

第
十
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